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点

視
今
年
に
入
っ
て
教
区
内
の
一
部
寺
院
に
対
し
て
、
所
轄
の
税
務
署
か
ら
「
源
泉
徴
収
の
内
容
等
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
」（
以

下
『
お
尋
ね
』
と
略
）
と
題
し
た
文
書
が
届
い
た
報
告
が
あ
っ
た
。
文
書
で
は
目
的
を
「
源
泉
所
得
税
の
納
付
並
び
に
法
人

税
及
び
消
費
税
の
申
告
の
適
否
の
確
認
の
た
め
」
と
記
さ
れ
、
期
限
を
設
け
て
回
答
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
税
務
署
か
ら

の
文
書
に
対
し
て
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
は
、
法
定
外
の
文
書
で
あ
り
「
提
出
し
な
く
て
も
、
期
限
を
ま
も
ら
な
く

て
も
、
提
出
し
て
も
、
不
利
益
を
受
け
た
り
利
益
を
受
け
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
」
で
は
な
い
と
し
て
、
提
出
の
有
無
は
納

税
者
の
自
由
意
思
に
ま
か
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
税
務
署
の
『
お
尋
ね
』
文
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
源

泉
徴
収
義
務
者
と
し
て
所
得
税
を
徴
収
し
て
国
に
納
付
す
る
と
い
う
事
務
上
、欠
か
せ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

宗
教
法
人
の
実
務
に
つ
い
て
自
覚
と
再
考
を
促
す
意
味
か
ら
、
宗
教
法
人
の
税
務
も
含
め
て
国
税
庁
や
文
化
庁
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
る
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
連
載
す
る
。
第
１
回
目
は
税
務
署
の
『
お
尋
ね
』
文
書
の
回
答
書
の
内
容
で
も
あ
る
「
宗

教
法
人
の
税
務
」
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
）

連
載
「
宗
教
法
人
の
実
務
を
再
考
す
る
」
①

　
　
　
　税
務
署
か
ら
の
『
お
尋
ね
』
文
書
を
め
ぐ
っ
て

『
お
尋
ね
』
文
書
の
内
容
は

今
回
の
税
務
署
の
『
お
尋
ね
』
文
書

の
回
答
書
の
内
容
の
う
ち

（
１
）
は
「
宗
教
法
人
の
概
要
等
」

で
宗
派
、
檀
家
数
（
信
徒
数
）、
檀
家

総
代
の
住
所
、
氏
名
、
年
間
行
事
・
祭

事
の
日
付
、
名
称
・
内
容
等
と
な
っ
て

い
る
。

（
２
）
は
「
宗
教
活
動
の
収
支
等
の

状
況
（
直
近
事
業
年
度
分
）」
で
、
収

入
の
部
が「
お
布
施
」「
祈
と
う
料
」「
永

代
供
養
料
」「
さ
い
銭
」「
お
守
り
」「
そ

寺
院
は
源
泉
徴
収
義
務
者

の
他
」
で
千
円
単
位
で
記
述
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
支
出
の
部
は
「
人
件

費
」「
そ
の
他
」
の
２
項
目
が
空
欄
（
千

円
単
位
）。

（
３
）
は
「
事
業
又
は
収
入
の
具
体

的
内
容
等
」
で
「
宗
教
活
動
以
外
の
収

入
以
外
の
収
入
」
の
項
目
に
「
主
な
収

入
先
」
と
「
主
な
支
払
先
」
を
記
入
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
収
入
金
額
は

直
近
の
３
年
度
分
を
千
円
単
位
で
回
答

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
は
「
預
貯
金
等
の
状
況
」
で
、

金
融
機
関
名
と
し
て
預
貯
金
の
種
類
と

残
高
（
千
円
単
位
）。
証
券
会
社
名
と

し
て
種
類
銘
柄
と
残
高
（
千
円
単
位
）

と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）は「
不
動
産
の
状
況
」で
土
地
、

建
物
、
車
両
の
所
在
地
等
、
取
得
価
格
、

取
得
年
月
日
。

（
６
）は「
備
付
帳
簿
等
の
状
況
」で
、

帳
簿
等
の
種
類
と
し
て「
現
金
出
納
簿
」

「
財
産
目
録
」「
損
益
計
算
書
」「
貸
借

対
照
表
」「
収
支
計
算
書
」「
法
要
等
の

予
定
表
」
で
備
付
の
有
無
と
記
帳
担
当

者
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
は
「
給
与
の
支
払
状
況
」
で
、

氏
名
、
年
間
支
払
金
額
、
扶
養
親
族
の

数
、
源
泉
徴
収
税
額
、
他
の
勤
務
先
名

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
は
税
理
士
、
弁
護
士
な
ど
の

報
酬
や
原
稿
料
な
ど
の
支
払
状
況
で
、

報
酬
料
金
の
種
類
、
支
払
年
月
日
（
支

払
期
間
）、
支
払
金
額
、
支
払
先
を
記

載
し
て
回
答
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。こ

の
項
目
の
う
ち
、
宗
教
法
人
の
源

泉
徴
収
事
務
に
直
接
的
に
関
係
す
る
の

は
（
２
）
の
「
人
件
費
」
で
住
職
な
ど

に
対
す
る
給
与
や
退
職
金
、
一
定
の
報

酬
・
料
金
を
「
人
件
費
」
と
し
て
支
出

し
て
い
れ
ば
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な

る
。
ま
た
、（
３
）
の
項
目
は
宗
教
法

人
の
収
益
事
業
に
関
わ
る
部
分
で
、
法

人
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
。
国
税
庁
が

挙
げ
る
宗
教
法
人
の
収
益
事
業
は
34
種

類
あ
る
が
、「
お
守
り
、
お
み
く
じ
（
本

願
寺
派
に
は
な
い
が
）
等
の
販
売
、
墳

墓
地
の
貸
付
け
、境
内
地
等
の
席
貸
し
、

宿
泊
施
設
の
経
営
、所
蔵
品
等
の
展
示
、

茶
道
・
生
花
等
の
教
授
、
駐
車
場
の
経

営
、
結
婚
式
場
の
経
営
な
ど
は
、
本
来

の
宗
教
活
動
の
一
部
か
収
益
事
業
な
の

か
、
判
断
微
妙
な
の
で
、
次
回
以
降
に

国
税
庁
発
行
す
る
資
料
に
よ
り
掲
載
す

る
。（４

）（
５
）（
７
）（
８
）
に
つ
い
て
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は
、年
末
調
整
時
に
必
要
と
な
る
。（
６
）

の
備
付
帳
簿
に
関
し
て
直
接
的
に
源
泉

徴
収
事
務
に
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い

が
、
宗
教
法
人
の
概
要
状
況
（
収
益
事

業
の
有
無
）
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
場
合
で

も
、
一
定
の
収
入
（
布
施
収
入
な
ど
を

含
め
た
年
間
収
入
金
額
の
合
計
額
が

８
０
０
０
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
そ

の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
又
は
収
支

計
算
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

帳
簿
類
は
宗
教
法
人
法
上
で
義
務

　（
６
）
の
備
付
帳
簿
に
関
し
て
は
列

記
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
宗
教
法
人

法
上
で
「
寺
院
規
則
」「
認
証
書
」「
役

員
名
簿
」「
責
任
役
員
会
等
の
議
事
録
」

「
事
務
処
理
簿
」「
事
業
に
関
す
る
書
類
」

な
ど
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
宗
教
法
人
法
上
の
義
務
付
け
は
な

い
が
、
備
付
け
が
望
ま
し
い
も
の
と
し

て
、文
化
庁
は「
規
則
の
施
行
細
則
」「
法

人
登
記
簿
の
謄
本
」「
信
者
（
門
信
徒
）

名
簿
」
な
ど
の
書
類
や
帳
簿
を
挙
げ
て

い
る
。

　
な
お
、
事
務
所
備
付
帳
簿
は
宗
教
法

人
法
第
25
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、

毎
会
計
年
度
終
了
後
４
ヶ
月
以
内
に
所

定
の
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
備
後
教
区
の
場

合
は
広
島
県
知
事
と
岡
山
県
知
事
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
提
出
書
類
は
①
役
員
名
簿
（
全
法

人
）
②
財
産
目
録
（
全
法
人
）
③
収
支

決
算
書
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

す
る
法
人
＝
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る

法
人
・
年
収
が
８
千
万
円
を
超
え
る
法

人
・
収
支
決
算
書
を
制
作
し
て
い
る
法

人
）
④
貸
借
対
照
表
（
作
成
し
て
い
る

法
人
の
み
）
⑤
境
内
建
物
に
関
す
る
書

類
（
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

境
内
建
物
が
あ
る
法
人
の
み
）
⑥
事
業

に
関
す
る
書
類
（
公
益
事
業
や
収
益
事

業
を
行
っ
て
い
る
法
人
の
み
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
宗
教
法
人
の
税
務
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
か
ら
「
宗
教
法
人
の
税
務
―
源
泉

徴
所
得
税
と
法
人
税
・
消
費
税
―
」（
平

成
22
年
４
月
）
の
冊
子
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
参
照
し
て
ま
と
め

た
。
な
お
、
こ
の
冊
子
は
所
轄
の
税
務

署
か
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
ま
ず
、
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
寺
院
住
職
が「
源
泉
徴
収
義
務
者
」

で
あ
る
こ
と
。
代
表
役
員
（
住
職
）
や

職
員
等
に
給
与
や
退
職
手
当
を
支
払
う

場
合
、
あ
る
い
は
税
理
士
等
の
報
酬
・

▲ [ 宗教法人の税務ー源泉所得税と法人税・消費税ー」
　　www.nta.go.jp（国税庁のホームページよりダウ
　　ンロードできます）

料
金
、講
演
料
等
を
支
払
う
場
合
に
は
、

源
泉
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
そ
の
支
払

の
際
に
、
所
定
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収

し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
、
法
人
の
会
計
の
区
別
を

　
こ
の
源
泉
徴
収
事
務
を
行
う
た
め
に

は
、
個
人
の
会
計
と
法
人
（
寺
院
）
の

会
計
を
明
確
に
区
分
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
法
人
の
収
入

を
住
職
個
人
使
っ
た
場
合
、
こ
れ
は
宗

教
法
人
か
ら
住
職
へ
の
給
与
の
支
配
と

み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
る
。

　
以
上
、
今
回
は
宗
教
法
人
の
税
務
の

う
ち
源
泉
徴
収
の
さ
わ
り
の
部
分
だ
け

を
国
税
庁
発
行
の
資
料
か
ら
ま
と
め
て

み
た
。
疑
問
な
ど
は
必
ず
、
所
轄
税
務

署
や
担
当
税
理
士
な
ど
に
ご
確
認
の

上
、
適
正
な
税
務
処
理
さ
れ
る
よ
う
望

み
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
第
１
回
中
国
・

四
国
地
区
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
（
文

化
庁
・
岡
山
県
主
催
）
が
11
月
６
日
と

７
日
の
２
日
間
、
岡
山
市
の
公
立
学
校

共
済
組
合
岡
山
宿
泊
所
「
ピ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ま
き
び
」
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
教
務
所
へ
。



点

視
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は
、年
末
調
整
時
に
必
要
と
な
る
。（
６
）

の
備
付
帳
簿
に
関
し
て
直
接
的
に
源
泉

徴
収
事
務
に
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い

が
、
宗
教
法
人
の
概
要
状
況
（
収
益
事

業
の
有
無
）
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
場
合
で

も
、
一
定
の
収
入
（
布
施
収
入
な
ど
を

含
め
た
年
間
収
入
金
額
の
合
計
額
が

８
０
０
０
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
そ

の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
又
は
収
支

計
算
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

帳
簿
類
は
宗
教
法
人
法
上
で
義
務

　（
６
）
の
備
付
帳
簿
に
関
し
て
は
列

記
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
宗
教
法
人

法
上
で
「
寺
院
規
則
」「
認
証
書
」「
役

員
名
簿
」「
責
任
役
員
会
等
の
議
事
録
」

「
事
務
処
理
簿
」「
事
業
に
関
す
る
書
類
」

な
ど
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
宗
教
法
人
法
上
の
義
務
付
け
は
な

い
が
、
備
付
け
が
望
ま
し
い
も
の
と
し

て
、文
化
庁
は「
規
則
の
施
行
細
則
」「
法

人
登
記
簿
の
謄
本
」「
信
者
（
門
信
徒
）

名
簿
」
な
ど
の
書
類
や
帳
簿
を
挙
げ
て

い
る
。

　
な
お
、
事
務
所
備
付
帳
簿
は
宗
教
法

人
法
第
25
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、

毎
会
計
年
度
終
了
後
４
ヶ
月
以
内
に
所

定
の
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
備
後
教
区
の
場

合
は
広
島
県
知
事
と
岡
山
県
知
事
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
提
出
書
類
は
①
役
員
名
簿
（
全
法

人
）
②
財
産
目
録
（
全
法
人
）
③
収
支

決
算
書
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

す
る
法
人
＝
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る

法
人
・
年
収
が
８
千
万
円
を
超
え
る
法

人
・
収
支
決
算
書
を
制
作
し
て
い
る
法

人
）
④
貸
借
対
照
表
（
作
成
し
て
い
る

法
人
の
み
）
⑤
境
内
建
物
に
関
す
る
書

類
（
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

境
内
建
物
が
あ
る
法
人
の
み
）
⑥
事
業

に
関
す
る
書
類
（
公
益
事
業
や
収
益
事

業
を
行
っ
て
い
る
法
人
の
み
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
宗
教
法
人
の
税
務
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
か
ら
「
宗
教
法
人
の
税
務
―
源
泉

徴
所
得
税
と
法
人
税
・
消
費
税
―
」（
平

成
22
年
４
月
）
の
冊
子
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
参
照
し
て
ま
と
め

た
。
な
お
、
こ
の
冊
子
は
所
轄
の
税
務

署
か
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
ま
ず
、
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
寺
院
住
職
が「
源
泉
徴
収
義
務
者
」

で
あ
る
こ
と
。
代
表
役
員
（
住
職
）
や

職
員
等
に
給
与
や
退
職
手
当
を
支
払
う

場
合
、
あ
る
い
は
税
理
士
等
の
報
酬
・

▲ [ 宗教法人の税務ー源泉所得税と法人税・消費税ー」
　　www.nta.go.jp（国税庁のホームページよりダウ
　　ンロードできます）

料
金
、講
演
料
等
を
支
払
う
場
合
に
は
、

源
泉
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
そ
の
支
払

の
際
に
、
所
定
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収

し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
、
法
人
の
会
計
の
区
別
を

　
こ
の
源
泉
徴
収
事
務
を
行
う
た
め
に

は
、
個
人
の
会
計
と
法
人
（
寺
院
）
の

会
計
を
明
確
に
区
分
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
法
人
の
収
入

を
住
職
個
人
使
っ
た
場
合
、
こ
れ
は
宗

教
法
人
か
ら
住
職
へ
の
給
与
の
支
配
と

み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
る
。

　
以
上
、
今
回
は
宗
教
法
人
の
税
務
の

う
ち
源
泉
徴
収
の
さ
わ
り
の
部
分
だ
け

を
国
税
庁
発
行
の
資
料
か
ら
ま
と
め
て

み
た
。
疑
問
な
ど
は
必
ず
、
所
轄
税
務

署
や
担
当
税
理
士
な
ど
に
ご
確
認
の

上
、
適
正
な
税
務
処
理
さ
れ
る
よ
う
望

み
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
第
１
回
中
国
・

四
国
地
区
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
（
文

化
庁
・
岡
山
県
主
催
）
が
11
月
６
日
と

７
日
の
２
日
間
、
岡
山
市
の
公
立
学
校

共
済
組
合
岡
山
宿
泊
所
「
ピ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ま
き
び
」
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
教
務
所
へ
。
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※
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大
だ
い
き
ょ
う

【
清
流
紀
談
の
記
述
（
※
原
文
）】

だ
い
き
ょ
う

【
清
流
紀
談
の
記
述
（
※
原
文
）】

慶
師
は
備
後
沼
隈
郡
藁わ

ら

【
清
流
紀
談
の
記
述
（
※
原
文
）】

わ
ら

【
清
流
紀
談
の
記
述
（
※
原
文
）】

江え

大
東
坊
に

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

の
間
、
僧そ

う

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

そ
う

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

鎔よ
う(

空く
う

華げ

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

げ

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

学
派
の
祖)

や
慧え

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦
え

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦雲う
ん

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦うん

住
む
住
侶
（
僧
侶
）
な
り
。
寛
延
宝
暦

(

芸げ
い
て
つ

の
間
、
僧

げ
い
て
つ

の
間
、
僧

轍
の
祖)

諸
師
と
同
時
代
の
人
で
は

あ
る
が
、
別
に
師
表
（
模
範
や
手
本
と
す

べ
き
人)

を
定
め
ず
、
ま
た
弟
子
を
と
ら

ず
独
り
義
解
（
経
の
解
読
）
を
切
磋
す
る
。

二
十
一
歳
の
時
、
和
州
（
奈
良
）
木
原

の
大
行
寺
と
云
う
人
の
慫

し
ゅ
う
ゆ
う

二
十
一
歳
の
時
、
和
州
（
奈
良
）
木
原

し
ゅ
う
ゆ
う

二
十
一
歳
の
時
、
和
州
（
奈
良
）
木
原

慂(

勧
め)

で

同
国
東
下
（
戸
毛
）
の
大
乗
寺
の
霊
巌
師

と
云
う
耆ぎ

し
ゅ
く

同
国
東
下
（
戸
毛
）
の
大
乗
寺
の
霊
巌
師

ぎ
し
ゅ
く

同
国
東
下
（
戸
毛
）
の
大
乗
寺
の
霊
巌
師

宿
に
随
従
し
、
彼
寺
に
看
住
す

る
こ
と
凡
そ
三
十
年
。
初は

せ

宿
に
随
従
し
、
彼
寺
に
看
住
す

は

せ

宿
に
随
従
し
、
彼
寺
に
看
住
す

瀬
の
学
寮
（
真

言
宗
豊
山
派
本
山
長
谷
寺
）
に
遊
び
、
隆

山
・
智
憧
等
の
龍り

ゅ
う
ぞ
う

言
宗
豊
山
派
本
山
長
谷
寺
）
に
遊
び
、
隆

り
ゅ
う
ぞ
う

言
宗
豊
山
派
本
山
長
谷
寺
）
に
遊
び
、
隆

象
に
接
し
専
ら
性
相
を

学
び
、
其
余
諸
宗
の
奥
義
を
究
め
た
。

気
宇
直
涼(

気
構
え
が
誠
実)

に
し
て

太
だ
し
く
聡そ

う
け
い

(そう
け
い

(

気
構
え
が
誠
実

そ
う
け
い気
構
え
が
誠
実

慧
な
ら
ず
と
も
精せ

い
が
く

気
構
え
が
誠
実せ
い
が
く

気
構
え
が
誠
実)せ
い
が
く

)

学
孳じ

じ々

（
一
生
懸
命
に
学
問
）
に
懈お

こ
た

慧
な
ら
ず
と
も
精

お
こ
た

慧
な
ら
ず
と
も
精

ら
ず
。

三
十
六
歳
で
初
め
て
人
の
為
に
講
釈
し

た
。
宗
乗
の
学(

真
宗
学)

を
別
し
て
研

磨
せ
ざ
れ
と
も
、
経
論
章
疏
一
つ
も
解
釈

せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。
殊
に
事
実
に
行

き
渡
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
一
時
、
履り

善ぜ
ん

せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。
殊
に
事
実
に
行
ぜ
ん

せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。
殊
に
事
実
に
行の

為
に
『
法
要
典て

ん

き
渡
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
一
時
、
履

て
ん

き
渡
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
一
時
、
履

拠こ

』
の
闕か

け

き
渡
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
一
時
、
履

か
け

き
渡
っ
て
詳
細
で
あ
る
。
一
時
、
履

た
る
を
補
ふ
。

造
次
顛
沛(

と
っ
さ
の
時
に
も)

佛
恩

を
感
じ
深
く
冥み

ょ
う
が

造
次
顛
沛
み
ょ
う
が

造
次
顛
沛(み
ょ
う
が

(

加
を
恐
れ
る
。
そ
の
行
状

の
厳
密
な
る
に
至
っ
て
は
履
善
・
大だ

い
じ
ょ
う

加
を
恐
れ
る
。
そ
の
行
状

だ
い
じ
ょ
う

加
を
恐
れ
る
。
そ
の
行
状

乗
の

二
師
も
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

生
涯
、浄
肉
と
云
へ
ど
も
濫み

だ
り

二
師
も
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

み
だ
り

二
師
も
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。に食

せ
ず
、

ま
た
終
に
婦
女
子
に
近
づ
か
ず
。

癸き

亥が
い

ま
た
終
に
婦
女
子
に
近
づ
か
ず
。

が
い

ま
た
終
に
婦
女
子
に
近
づ
か
ず
。

の
擾じ

ょ
う
ら
ん

ま
た
終
に
婦
女
子
に
近
づ
か
ず
。

じ
ょ
う
ら
ん

ま
た
終
に
婦
女
子
に
近
づ
か
ず
。

乱
（
三
業
惑
乱
）
の
と
き
、

京け
い

師し

（
京
都
）
に
留
滞
せ
る
こ
と
数
年
、

護
持
尤も

っ
とも

功こ
う

あ
り
と
ぞ
。

福ふ
く
や
ま
こ
う

護
持
尤
ふ
く
や
ま
こ
う

護
持
尤
も
功

ふ
く
や
ま
こ
うも
功

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

宗
の
名め

い
ぼ
う

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

め
い
ぼ
う

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

髦
を
請し

ょ
う

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

し
ょ
う

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

し
て
輪
次
（
順
）
に
講こ

う

会え

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸え

山
候
府
下
に
於
い
て
毎
年
夏
中
、
諸

を
發ひ

ら

宗
の
名
ひ
ら

宗
の
名か

し
む
。
此
時
に
當あ

た
り

し
て
輪
次
（
順
）
に
講

あ
た
り

し
て
輪
次
（
順
）
に
講

て
招
に
赴お

も
む

し
て
輪
次
（
順
）
に
講
お
も
む

し
て
輪
次
（
順
）
に
講く

や

各
宗
門
の
名
誉
と
す
。故
に
講こ

う
し
ゃ者

は
勿
論
、

聴
衆
に
至
る
ま
で
行ぎ

ょ
う
そ
う

各
宗
門
の
名
誉
と
す
。故
に
講

ぎ
ょ
う
そ
う

各
宗
門
の
名
誉
と
す
。故
に
講

粧
を
荘か

ざ

各
宗
門
の
名
誉
と
す
。故
に
講
か
ざ

各
宗
門
の
名
誉
と
す
。故
に
講り

、
威
儀
を

整
え
ざ
る
者
は
な
か
っ
た
。

一ひ
と
と
せ

整
え
ざ
る
者
は
な
か
っ
た
。

ひ
と
と
せ

整
え
ざ
る
者
は
な
か
っ
た
。

歳
大
慶
師
が
そ
の
任
に
当
り
、
藩
の

光
善
寺
に
於
い
て
天
台
四
教
義
を
講
ず
る

こ
と
に
な
っ
た
。
然し

か

光
善
寺
に
於
い
て
天
台
四
教
義
を
講
ず
る

し
か

光
善
寺
に
於
い
て
天
台
四
教
義
を
講
ず
る

る
に
師
は
更
に
行
粧

を
刷か

い
つ
く
ろう

こ
と
な
く
、
破
れ
た
る
直じ

き
と
つ綴

の
上

に
墨す

み

を
刷すみ
を
刷

袈け

さ

う
こ
と
な
く
、
破
れ
た
る
直

け

さ

う
こ
と
な
く
、
破
れ
た
る
直

裟
を
着
し
、
将ま

さ

に
講
場
に
登
ら
ん

と
す
る
。
寺
主
諫い

さ

裟
を
着
し
、
将

い
さ

裟
を
着
し
、
将

め
て
曰い

わに
講
場
に
登
ら
ん

い
わに
講
場
に
登
ら
ん

く

「
平
生
は
兎と

も
あ
れ
、
今
日
は
諸

し
ょ
し
ゅ
う宗
相そ

う
た
い対

の
こ
と
な
れ
ば
、
威い

容よ
う

厳
重
な
る
こ
そ
良

け
れ
。
決
し
て
官
職
寺
法
に
は
關あ

ず
か

厳
重
な
る
こ
そ
良

あ
ず
か

厳
重
な
る
こ
そ
良

ら
ず
。

又
、
因い

ん
に
ん

け
れ
。
決
し
て
官
職
寺
法
に
は
關

い
ん
に
ん

け
れ
。
決
し
て
官
職
寺
法
に
は
關

人
重じ

ゅ
う
ほ
う

法
と
云
う
こ
と
も
あ
れ
ば

請こ
う

衣
服
を
改
め
た
ま
ふ
べ
し
と
。」

慶
公
、
辞
し
て
答
え
る
に

「
私
は
曽か

つ

慶
公
、
辞
し
て
答
え
る
に

か
つ

慶
公
、
辞
し
て
答
え
る
に

て
太
守
よ
り
四
教
義
を
講
ぜ
よ

と
の
命
を
受
け
た
が
、
未
だ
服
を
換
え
よ

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

況
い
わ
ん

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

い
わ
ん

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

や
五
十
年
一
日
と
て
卒そ

つ

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

そ
つ

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

尓じ

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

じ

と
の
命
を
伝
え
聞
い
て
は
い
な
い
。

(

に
わ
か)

に
法
服
を
変
え
た
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は

寺
法
を
重
じ
、
国
法
を
敬
す
れ
ば
な
り
。

何
ぞ
輙た

や
す

寺
法
を
重
じ
、
国
法
を
敬
す
れ
ば
な
り
。

た
や
す

寺
法
を
重
じ
、
国
法
を
敬
す
れ
ば
な
り
。

く
此
一
事
に
お
い
て
、
我
が

行ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
何
ぞ
輙

ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
何
ぞ
輙

状
を
改
め
替
え
ん
や
」
と
、
終
に

破や
ぶ
れ
ご
ろ
も

行やぶ
れ
ご
ろ
も

行
状
を
改
め
替
え
ん
や
」
と
、
終
に

や
ぶ
れ
ご
ろ
も
状
を
改
め
替
え
ん
や
」
と
、
終
に

柄
の
ま
ま
勤
め
ら
れ
た
。
文
政
元
戌

寅
年
1818
春
三
月
、
享
年
八
十
七
歳

疾
を

も
っ
て
終
る
。

其の九其の九

クローズアップびんご  Gakusou  Itsuden
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隈
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大
東
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大
慶

　
　享
保
17
年

1732
〜
文
政
元
年

1818

　
　
　
そ
の
行
状
は
厳
密
。
肉
食
妻
帯
も
し
な
か
っ
た
。
最
も
清
楚
と
謳
わ
れ
た

右
と
同
内
容
の
文
が
『
古
徳
事
跡
伝
』

（
真
宗
全
書
第
66
巻
）
に
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
『
真
宗
学
苑
談
叢
』
で
前
田

慧
雲
は
「
嗚
呼
、
今
の
腹
中
枵
然
、
言

行
汚
辱
に
し
て
、
徒

い
た
ず

慧
雲
は
「
嗚
呼
、
今
の
腹
中
枵
然
、
言

い
た
ず

慧
雲
は
「
嗚
呼
、
今
の
腹
中
枵
然
、
言

ら
に
銅
臭(

金
銭

の
臭
い)

の
錦
衣
を
以
て
、
其
外
儀
を

飾
る
こ
と
を
の
み
務
む
る
者
、
師
の
風

を
聞
い
て
豈
に
能
く
愧き

死し

飾
る
こ
と
を
の
み
務
む
る
者
、
師
の
風

し

飾
る
こ
と
を
の
み
務
む
る
者
、
師
の
風

(

死
ぬ
ほ
ど

恥
ず
か
し
く
思
う)

せ
ざ
ら
ん
や
。
」

と
嘆
じ
て
大
慶
を
敬
慕
し
て
い
る
。

城
下
光
善
寺
に
て
大
慶
は
『
仏
制
比
丘
六

物
図
』
を
講
じ
た
が
、
こ
れ
を
著
し
た
元
照

律
師
も
「
説
者
卑
賤
な
れ
ば
人
こ
れ
を
信
受

せ
ず
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
人
に
因
り
て
法

を
重
ん
ず
る
事
も
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
破
れ

た
衣
に
墨
袈
裟
を
寧
ろ
「
衣
を
紫
に
し
て
、

袈
裟
を
錦
に
」
と
切
に
諫
言
し
た
と
い
う
。

か
つ
て
三
業
惑
乱
と
い
う
学
林
能
化

と
在
野
の
真
宗
学
僧
の
間
で
法
論
が
起

こ
り
、
全
国
各
地
の
真
宗
寺
院
も
三
業

派
と
古
義
派
に
分
か
れ
て
大
混
乱
に
な

り
、
幕
府
よ
り
裁
断
さ
れ
る
ほ
ど
の
大

事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
本
山
に
滞

在
し
、
護
持
に
も
っ
と
も
功
あ
り
と
評

さ
れ
た
備
後
学
僧
が
い
る
。
そ
の
功
績

は
影
に
埋
も
れ
て
お
り
、
ま
た
後
世
の

評
価
や
解
釈
も
分
か
れ
る
難
解
な
部
分

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
慶
師
の

生
涯
を
紹
介
し
、
顕
彰
を
し
た
い
。

　
　

(

敬
称
略
。
文
責
＝
教
区
報
専
門
委
）

『清流紀談』の紹介文
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【
大
慶
の
略
歴
】

元
文
４
年

1739(

享
保
17
年

1732

説
も
あ

り)
藁
江
の
大
東
坊
18
世
栄
応
の
六
男

と
し
て
出
生
。
18
歳
で
修
学
の
志
を
発

し
て
20
歳
に
は
大
和(

奈
良)

に
上
る
。

木
原
の
大
行
寺
に
居
を
定
め
て
学
問

研
鑽
に
励
み
、
高
名
な
儒
者
・
高こ

う

芙ふ

木
原
の
大
行
寺
に
居
を
定
め
て
学
問
ふ

木
原
の
大
行
寺
に
居
を
定
め
て
学
問蓉よ
う

に
入
門
し
て
儒
学
を
修
め
た
。

大
和
に
着
き
３
年
間
は
「
床
に
臥
す

る
こ
と
な
く
、
唯
だ
机
を
枕
と
し
て
学

ぶ
」
ほ
ど
で
、
他
に
も
大
和
国
飛
鳥
神

社
を
訪
ね
、
神
道
講
談
を
数
度
に
わ
た

り
聴
聞
す
る
な
ど
多
彩
な
知
識
欲
を
有

し
た
若
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

高
祖
五
百
回
忌

1761
に
は
本
山
参
詣
し

て
能
化
義
教
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る

が
、
こ
の
頃
か
ら
毎
年
学
林
に
赴
い
て

夏
安あ

ん

居ご

が
、
こ
の
頃
か
ら
毎
年
学
林
に
赴
い
て

ご

が
、
こ
の
頃
か
ら
毎
年
学
林
に
赴
い
て

で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

40
代
の
頃
に
大
乗
寺
住
職
に
転
住
。

そ
の
間
、
平
野
の
大
念
仏
寺(

融
通

念
仏
宗
本
山)

や
初
瀬
の
長
谷
寺(

真

言
宗
豊
山
派
本
山)

学
寮
に
寓
居
し
、

起
心
論
、
唯
識
、
倶
舎
、
華
厳
、
法
相

な
ど
幅
広
く
余
乗
を
学
ん
だ
。

天
明
４
年

1784
ま
で
に
玄
智
と
合
議
し

て
『
非
正
統
伝
』
の
著
作
に
関
わ
る
。

61
歳
の
と
き
、備
後
大
東
坊
に
帰
住
。

享
和
３
年

1803
の
三
業
惑
乱
の
際
に
は

京
都
に
数
年
留
ま
り
、
身
命
を
賭
け
て

法
門
護
持
に
力
を
尽
く
し
た
。

文
化
元
年

1804
、
大
瀛
の
五
七
日
導
師

を
つ
と
め
、
本
山
で
は
洞
達
格
に
任
じ

ら
れ
、
履り

善ぜ
ん

を
つ
と
め
、
本
山
で
は
洞
達
格
に
任
じ

ぜ
ん

を
つ
と
め
、
本
山
で
は
洞
達
格
に
任
じ

と
は
『
法
要
典
拠
』
増
補

校
補
に
協
力
し
た
。

文
化
４
年

1807

に
学
林
看
護
に
就
任
。

同
年
、
安
居
付
講
で
『
六
物
図
』、

秋
講
で
『
正
信
偈
』
を
講
じ
、
６
年

1809

安
居
付
講
で
『
選
択
集
』
を
講
じ
た
。

文
化
９
年

1812
孟
夏
、
福
山
城
下
の
講

会
に
て
破
れ
た
直
綴
に
黒
袈
裟
で
つ
と

め
た
。
文
政
元
年

1818
３
月
８
日
、
82
歳

で
示
寂
。
87
歳
寂
と
の
説
も
あ
り
。

敬
得
院
大
慶
。大
正
12
年
７
月
31
日
、

立
教
開
宗
以
来
の
宗
門
功
労
者
の
一
人

と
し
て
本
願
寺
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

詳
か
な
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

大
東
坊
大
慶
で
間
違
い
な
い
。

江
戸
時
代
、
高
田
派
・
東
西
本
願
寺

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
親
鸞
伝
を
開
板

し
て
、
加
え
て
諸
末
寺
が
利
潤
追
求
の

卑
俗
な
絵
伝
や
事
実
に
基
づ
か
な
い
偽

書
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
な
か
で
真
仏
顕
智
が
著
し
、

高
田
専
修
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
存
覚

作
の
祖
師
伝
と
銘
打
っ
て
板
行
さ
れ
、

親
鸞
伝
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
さ
れ
た
の

が
高
田
『
正
統
伝
』
で
あ
る
。
大
慶
は

「
此
伝
存
覚
師
ノ
名
ヲ
借
テ
高
田
派
ヨ
リ

出
ス
所
ナ
リ
。
全
ク
ハ
信
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
し
て
、「
吾
等
ノ
本
廟
ヲ
軽
蔑
シ
テ
支

流
ト
称
シ
、
高
田
一
流
ヲ
モ
ッ
テ
正
統

総
本
山
ト
ス
ル
」
高
田
派
の
正
統
意
識

【
非
正
統
伝
を
著
す
】

大
慶
の
功
績
に
は
『
非
正
統
伝
』
と

『
法
要
典
拠
』
の
著
作
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
非
正
統
伝
』
序
文
に
は
「
こ
の
書

は
和
州
大
乗
寺
大
慶
師
と
京
都
慶
證
寺

玄
智
と
の
共
著
と
称
す
べ
し
。
大
慶
師

は
玄
智
師
と
同
時
の
人
な
れ
ど
そ
の
伝

に
批
判
を
加
え
、
こ
れ
を
高
田
派
良
空

の
作
と
厳
し
く
断
劾
し
た
。

現
在
で
は
高
田
派
の
捏
造
と
い
う
評

価
に
落
ち
着
い
て
こ
そ
い
る
が
、
本
山

堂
職
で
『
考
信
録
』『
本
願
寺
通
記
』

な
ど
著
し
た
玄
智
は
、
大
慶
の
原
本
を

読
ん
で
非
常
に
論
点
明
快
と
称
賛
。

玄
智
は
『
非
正
統
伝
続
補
』
と
題
し

て
之
を
補
っ
た
も
の
を
世
に
出
し
た
。

後
に
大
慶
と
合
義
の
上
、
両
者
を
合

わ
せ
た
形
に
な
っ
た
の
が『
非
正
統
伝
』

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
高
田
派
と
備
後
明
光
教
団
】

か
つ
て
備
後
は
関
東
六
老
僧
と
呼
ば

れ
る
親
鸞
高
弟
の
明
光
上
人
の
一
派
が

西
国
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
学
問
的
に
い
え

ば
、
明
光
は
親
鸞
の
時
代
で
は
な
く
後

の
覚
如
や
存
覚
の
時
代
の
人
と
さ
れ
て

お
り
、
高
田
専
修
寺
の
教
線
や
仏
光
寺

に
関
係
が
深
い
地
域
と
い
え
る
。

そ
し
て
高
田
専
修
寺
は
親
鸞
が
帰
洛

の
際
に
東
国
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
門
弟
の

（上）大東坊に残る『非正統伝』
　 大慶の朱点や書き込みも多い

前
田
慧
雲
は
大
乗
の
戯
れ
に
も
妄
語
せ
ず
、
大
慶
の
寺
法
を
謹
守
す
る
こ
と
、
こ
こ
百
年
で
彼
ら
ほ
ど
敬
慕
さ
れ
た
者
は
な
い
と
讃
え
て
左
の
詩
を
吟
じ
た
。
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経
論
章
疏
一
つ
も
解
釈
せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。
殊
に
事
実
に
行
き
渡
っ
て
詳
細

代
表
格
真
仏
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
も
六
坊
と
称
さ
れ
る
古
い
由

緒
を
も
ち
、
奇
し
く
も
寺
伝
で
は
明
光

に
随
っ
て
関
東
か
ら
来
た
明
光
高
弟
の

真
仏
が
開
基
と
い
う
。
ま
た
本
願
寺
派

に
帰
参
し
て
か
ら
も
法
灯
護
持
の
念
厚

く
、
石
山
合
戦
で
顕
如
上
人
よ
り
特
に

賞
与
を
う
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
土
徳
の
中
で
生
ま
れ
育

ち
、
真
実
を
探
求
し
て
き
た
大
慶
に

と
っ
て
、『
正
統
伝
』
は
許
し
が
た
い

偽
妄
の
書
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
正
し
い
血
脈
相
承
が
重
要
で
あ
る
と

法
脈
と
血
脈
一
致
の
本
願
寺
を
貶
め
て

「
却
ッ
テ
汝
ガ
家
ノ
真
仏
顕
智
二
師
マ
デ

ニ
偽
妄
ノ
罪
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
ヤ
、
汝
大
谷

一
流
ヲ
貶
辱
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ
、
汝

ノ
所
造
ノ
伝
中
シ
バ
シ
バ
吾
之
御
本
廟

ヲ
貶
ス
ル
文
多
シ
」
と
指
摘
。

　
ま
た
真
仏
・
顕
智
の
所
録
と
さ
れ
る

聖
人
伝
『
正
明
伝
』
も
「
注
釈
ニ
シ
テ

伝
文
ノ
体
ニ
ア
ラ
ズ
」
等
の
例
を
挙
げ
、

典
拠
史
料
を
完
全
に
信
用
す
る
に
足
り

な
い
と
み
た
よ
う
だ
。

【
考
証
に
す
ぐ
れ
て
真
偽
を
探
求
】

　
大
慶
は
和
州
大
乗
寺
を
去
る
と
き
に

約
一
千
余
部
の
書
籍
は
寺
に
残
し
て
、

「
内
外
諸
典
自
他
経
釈
千
三
百
余
部
」

を
故
郷
大
東
坊
に
持
ち
帰
っ
て
お
り
、

【『
真
宗
法
要
典
拠
』
増
補
】

　
江
戸
時
代
、
絵
解
き
法
話
や
節
談
説

教
な
ど
も
盛
ん
で
あ
っ
た
一
方
、
史
実

や
内
容
が
伴
わ
な
い
も
の
も
多
く
、
民

間
書
林
か
ら
次
々
と
出
版
さ
れ
る
真
宗

聖
教
は
誤
字
・
脱
字
を
多
く
含
み
、
と

き
に
は
親
鸞
・
蓮
如
を
著
者
に
仮
託
す

最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
「
我
が
身
は
老

年
に
及
び
、
か
く
ま
で
書
見
に
は
及
ば

ざ
れ
ど
も
、
後
年
に
生
ま
れ
来
る
者
の

た
め
に
」
と
昼
夜
、
書
籍
に
朱
点
を
加

え
、
誤
異
等
を
改
め
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
蔵
書
を
研
究
さ
れ
た
引
野
亨

輔
氏
（
福
山
大
学
準
教
授
）
は
大
慶
の

収
集
し
た
神
書
の
数
に
も
注
目
し
て
お

ら
れ
る
。
当
時
、
真
宗
学
僧
に
よ
る
神

道
批
判
書
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、

神
祇
不
拝
だ
か
ら
神
書
に
視
線
も
向
け

な
い
の
で
は
な
く
、
多
く
の
国
書
・
神

書
を
研
究
し
、
原
典
に
忠
実
な
引
用
を

意
識
し
て
引
用
箇
所
に
全
面
的
に
依
拠

し
な
が
ら
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

　
従
来
は
文
化
文
政
年
間
に
高
ま
っ
て

き
た
考
証
主
義
の
反
映
と
捉
え
て
き
た

が
、
大
慶
を
含
む
在
野
の
真
宗
学
僧
た

る
偽
撰
の
書
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
た
め
宝
暦
年
間
に
は
余
り
に
卑

俗
な
本
を
偽
撰
と
断
じ
て
い
く
た
め
、

僧
僕
（
僧そ

う

鎔よ
う

・
慧え

雲う
ん

・
智
洞
等
の
師
）

が
『
菅
窺
録
』
と
い
う
聖
教
目
録
が
作

成
し
、
真
宗
で
依
用
す
る
聖
教
を
選
ぶ

『
真
宗
法
要
』
編
纂
事
業
を
掌
っ
た
。

　
僧
僕
門
下
で
あ
り
『
妙
好
人
伝
』
で

も
名
高
い
仰
誓
は
、
こ
れ
を
発
展
し
た

『
真
宗
法
要
典
拠
』
を
著
す
が
、
不
備

か
ら
出
版
す
る
こ
と
な
く
息
子
履
善
に

増
補
作
業
を
託
し
て
示
寂
。

　
そ
れ
か
ら
二
十
余
年
を
空
し
く
過
ぎ

て
「
世
に
『
法
要
典
拠
』
完
成
を
助
け

て
く
れ
る
君
子
は
い
な
い
も
の
か
」
と

思
っ
て
い
た
処
、
三
業
惑
乱
で
宗
主
に

召
さ
れ
て
京
都
で
初
め
て
出
会
っ
た
大

慶
か
ら
「
我
も
夙
に
法
要
勘
考
の
志
あ

り
（
か
ね
て
よ
り
私
も
同
じ
志
が
あ
っ

た
）」
と
協
力
を
得
て
、
遂
に
『
法
要

典
拠
』を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
宗
門
の
美
談
と
し
て
語
ら
れ
る
逸
話

の
一
つ
だ
が
、
こ
れ
を
超
然
が
法
主
の

命
を
う
け
て
更
に
増
補
し
て
六
百
回
大

遠
忌
事
業
で
『
校
補
法
要
典
拠
』
刊
行
。

　
こ
う
し
て
現
代
の『
真
宗
聖
教
全
書
』

へ
と
繋
が
り
、
真
宗
の
聖
典
研
究
に
大

き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

　　

大慶の所見の書は全て朱点を加えられ、現在も大東

坊内「麟閣」という経蔵に保管されている。引野教

授により近年調査され、その貴重な蔵書の一部は大

谷派の真宗聖教全書にも収録された。

ち
が
強
い
関
心
を
持
ち
、
各
分
野
の
書

物
を
丹
念
に
購
入
、
収
集
し
て
研
究
に

つ
と
め
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
分
析
し
て
い
る
。

　
ま
た
数
多
く
の
蔵
書
に
は
表
紙
裏
に

大
慶
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
以
下
の
よ

う
な
書
き
こ
み
が
見
う
け
ら
れ
る
。

「
僧
僕
公
菅
窺
録
曰
ク
、
真
宗
教
要
鈔
、
コ

ノ
作
者
ハ
、
ヨ
ホ
ド
博
ク
物
ヲ
知
リ
タ
ル
人

ト
ミ
エ
テ
書
ノ
体
文
筆
モ
、鄙
俚
ナ
ラ
ズ(

中

略)

然
レ
ド
モ
中
ノ
蓮
祖
ノ
撰
ト
ハ
思
ワ
レ

ズ
、
ヨ
ホ
ド
小
巧
ヲ
マ
ワ
シ
テ
利
口
ゲ
ニ
見

ユ
、
大
善
知
識
ノ
口
気
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
故
ニ

雑
著
ノ
中
ノ
正
シ
キ
モ
ノ
ト
定
ム
ベ
シ
」

　
つ
ま
り
、
大
慶
は
購
入
し
た
談
義
本

を
決
し
て
有
用
な
書
物
と
は
認
識
し
て

お
ら
ず
と
も
、
真
偽
の
判
別
や
高
度
な

判
断
を
加
え
な
が
ら
書
籍
を
収
集
す
る

「
批
判
的
読
書
」
と
呼
ぶ
べ
き
姿
勢
で

研
究
す
る
学
僧
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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「
大
瀛
よ
り
書
簡
」（
一
部
意
訳
）

檄
を
飛
ば
し
貴
意
を
得
る
事
が
で
き
た
。

先
ず
も
っ
て
厳
寒
の
砌
に
御
座
候
え
ど
も

益
々
御
安
穏
に
御
法
勤
の
半
ば
と
存
じ
、

よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
れ
ば
右
の
御
法
一
件
、
当
春
よ
り

大
法
主
の
御
判
断
が
仰
せ
ら
れ
出
て
、

年
来
の
宿
霧
、
一
時
に
快
散
し
、
お
互
い

に
歓
喜
に
存
じ
奉
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
春
以
来
、
京
都
の
表
向
き
の
風
情
は

異
解
者
は
旧
執
を
改
め
ず
、
殊
更
真
俗
に

つ
き
傍
若
無
人
の
計
ら
い
　
日
を
お
っ
て

増
長
し
、
是
れ
全
く
大
法
主
の
御
判
喩
に

違
逆
い
た
す
処
に
存
じ
、
誠
に
未
曾
有
の

大
事
件
、
一
宗
危
急
存
亡
の
時
節
。

末
弟
の
身
分
な
れ
ど
も
、
身
を
竭
力
護
持

せ
ず
ば
な
ら
ぬ
こ
と
勿
論
に
御
座
候
。

茲
に
よ
り
て
面
々
ど
も
早
速
罷
登
な
が
ら

毛
や
蹄
に
至
る
ま
で
、
大
法
主
の
御
力
に

相
い
成
る
べ
く
致
し
た
く
と
も
、
国
禁
故

に
遂
望
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

此
者
に
と
っ
て
は
少
々
、
存
寄
（
存
命
）

の
儀
も
御
座
候
え
ど
も
、
筆
の
先
に
顕
し

難
い
た
め
、
委
細
は
使
僧
よ
り
お
聞
き
下

さ
い
。
そ
の
う
ち
御
賢
慮
も
御
座
候
わ
ば
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
正
法
を
早
く
快
復
に

相
成
る
よ
う
致
し
た
く
御
座
候
。
そ
の
為

使
札
を
も
っ
て
如
此
に
御
座
候
、
以
上

極
月
十
七
日
芸
州
大
瀛
拝

大
慶
尊
者
侍
者
下

『学林看護・真空宛の書状』　
寛政 10 年 12 月　芸備を代表して
大瀛が学林に質問状を送ったとき、
学林看護が代表して答弁されたので
再度大瀛は看護に書状を申し送った

【
大
瀛
と
の
関
係
】

　
下
記
は
大
東
坊
に
現
在
も
残
る
大
瀛

か
ら
大
慶
へ
の
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。

　
安
芸
の
大
瀛
は
三
業
惑
乱
で
欲
生
帰

命
・
三
業
帰
命
の
邪
義
を
打
破
し
た
代

表
格
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
芸
轍
の

資
料
で
は
大
慶
は
慧
雲
門
下
の
同
窓
と

さ
れ
て
い
る
。
年
こ
そ
離
れ
て
い
る
も

の
の
安
居
仲
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
後
に
大
東
坊
21
世
の
子
・
純
浄

が
安
芸
寂
静
寺
の
雲
蓋
（
大
瀛
門
下
の

道
振
の
子
）
を
師
と
な
し
た
事
な
ど
も

関
係
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
手
紙
は
ま
さ
に
三
業
惑
乱
の
真
只
中

に
出
さ
れ
た
手
紙
で
あ
り
、
幕
府
が
両

徒
を
追
及
し
御
裁
断
す
る
た
め
古
義
派

代
表
の
大
瀛
も
江
戸
奉
行
所
に
向
か
う

そ
の
直
前
に
書
か
れ
た
よ
う
だ
。

　
大
瀛
は
大
慶
に
対
し
て
十
分
な
敬
意

を
示
さ
れ
、
こ
の
難
局
に
共
に
法
主
の

力
に
な
っ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
事
な
ど
が
窺
わ
れ
る
。
大
瀛
は

江
戸
裁
判
中
、文
化
元
年
５
月
に
示
寂
。

　
江
戸
か
ら
京
都
を
経
て
６
月
８
日
に

帰
郷
し
た
晩
に
早
速
、
大
瀛
の
五
七
日

の
逮
夜
導
師
を
つ
と
め
た
の
は
他
な
ら

ぬ
大
慶
で
あ
っ
た
。
病
の
な
か
で
身
命

を
か
け
た
大
瀛
と
最
高
齢
に
あ
っ
て
護

持
に
つ
く
し
た
大
慶
と
、
思
い
が
通
じ

る
と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
が「
御
堂
出
勤
に
は
不
及
候
と
な
り
」

と
い
う
扱
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
翌
年
５
月
５
日
、呼
寺
号
「
徳
聚
寺
」

を
賜
り
、
関
東
未
事
中
の
た
め
閉
門
中

の
本
山
で
『
御
前
講
』
を
白
書
院
の
處
、

黒
書
院
で
執
行
。
こ
の
と
き
５
月
10
日

よ
り
大
乗
が
「
讃
弥
陀
偈
」
を
、
６
月

１
日
よ
り
大
慶
が「
高
僧
和
讃
曇
鸞
章
」

を
、
次
に
履
善
が
「
往
生
礼
讃
」
を
講

じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　
な
お
学
林
は
裁
断
後
の
文
化
４
年

1907

に
安
居
を
再
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
と

き
に
大
慶
は
「
学
林
看
護
」
と
い
う
役

職
に
就
任
し
て
い
る
。

　
三
業
惑
乱
初
期
に
大
瀛
が
質
問
書
を

送
っ
た
と
き
、
学
林
を
代
表
し
て
答
弁

し
た
の
は
学
林
看
護
で
あ
っ
た
よ
う
に

ど
う
や
ら
学

に
お

る

事

の

う

を

と

た

う

。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
学
林
が
新
体
制
で

発
足
す
る
時
期
、
役
職
や
講
義
を
任
さ

れ
、
支
え
た
一
人
に
は
違
い
な
い
。

【
三
業
惑
乱
に
も
っ
と
も
功
あ
り
】

　
前
頁
の
『
清
流
紀
談
』
は
大
慶
の
示

寂
か
ら
15
年
後
の
天
保
４
年

1833
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
龍
護
が
著
述
し
、
収
録

に
は
『
反
世
紀
略
』
等
で
三
業
惑
乱
に

詳
し
く
『
法
要
典
拠
』
に
も
関
わ
っ
た

超
然
が
協
力
し
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
大
慶
が
「
癸
亥
の
擾

乱
で
京
都
に
数
年
留
ま
り
、
護
持
尤
も

功
あ
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
在
野
の
学
僧
と
し
て
論
争
に
活
躍
し

た
大
瀛
や
法
主
に
従
い
顧
問
を
つ
と
め

ら
れ
た
履
善
と
い
っ
た
人
で
は
な
く
、

比
較
的
無
名
に
な
っ
て
い
る
大
慶
こ
そ

が
護
持
に
最
も
功
績
あ
っ
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
の
記
録
で
は
文
化
元
年

1804
の

10
月
17
日
、
筑
前
大
乗
、
出
雲
誓
鎧
、

備
後
大
慶
の
三
師
に
本
山
「
堂
達
格
」

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
堂
達
と
は
『
本
願
寺
通
記
』
に
宗
祖

高
弟
の
六
老
僧
に
由
来
し
て
宗
主
の
背

後
に
侍
し
た
と
さ
れ
、『
実
悟
記
』
に

は
「
色
と
肉
と
を
禁
絶
し
常
に
経
論
を

検
す
と
言
へ
る
者
を
証
と
す
べ
し
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
堂
達
と
は

御
堂
衆
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
来
は

式
務
を
司
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
学
等

の
問
題
を
評
価
採
点
す
る
よ
う
な
重
要

な
役
職
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
事
実
、
大
慶
は
堂
達
格
を
仰
せ
ら
れ

（
参
考
論
文
）
引
野
亨
輔
『
近
世
真
宗
僧
侶
の
集
書
と
学
問
』『
文
字
化
す
る
宗
教
知
の
ゆ
く
え
』　（
取
材
協
力
）　
沼
隈
西
組
大
東
坊
さ
ま
、　
安
芸
・
岡
本
法
治 

師
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経
論
章
疏
一
つ
も
解
釈
せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。
殊
に
事
実
に
行
き
渡
っ
て
詳
細

代
表
格
真
仏
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
も
六
坊
と
称
さ
れ
る
古
い
由

緒
を
も
ち
、
奇
し
く
も
寺
伝
で
は
明
光

に
随
っ
て
関
東
か
ら
来
た
明
光
高
弟
の

真
仏
が
開
基
と
い
う
。
ま
た
本
願
寺
派

に
帰
参
し
て
か
ら
も
法
灯
護
持
の
念
厚

く
、
石
山
合
戦
で
顕
如
上
人
よ
り
特
に

賞
与
を
う
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
土
徳
の
中
で
生
ま
れ
育

ち
、
真
実
を
探
求
し
て
き
た
大
慶
に

と
っ
て
、『
正
統
伝
』
は
許
し
が
た
い

偽
妄
の
書
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
正
し
い
血
脈
相
承
が
重
要
で
あ
る
と

法
脈
と
血
脈
一
致
の
本
願
寺
を
貶
め
て

「
却
ッ
テ
汝
ガ
家
ノ
真
仏
顕
智
二
師
マ
デ

ニ
偽
妄
ノ
罪
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
ヤ
、
汝
大
谷

一
流
ヲ
貶
辱
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ
、
汝

ノ
所
造
ノ
伝
中
シ
バ
シ
バ
吾
之
御
本
廟

ヲ
貶
ス
ル
文
多
シ
」
と
指
摘
。

　
ま
た
真
仏
・
顕
智
の
所
録
と
さ
れ
る

聖
人
伝
『
正
明
伝
』
も
「
注
釈
ニ
シ
テ

伝
文
ノ
体
ニ
ア
ラ
ズ
」
等
の
例
を
挙
げ
、

典
拠
史
料
を
完
全
に
信
用
す
る
に
足
り

な
い
と
み
た
よ
う
だ
。

【
考
証
に
す
ぐ
れ
て
真
偽
を
探
求
】

　
大
慶
は
和
州
大
乗
寺
を
去
る
と
き
に

約
一
千
余
部
の
書
籍
は
寺
に
残
し
て
、

「
内
外
諸
典
自
他
経
釈
千
三
百
余
部
」

を
故
郷
大
東
坊
に
持
ち
帰
っ
て
お
り
、

【『
真
宗
法
要
典
拠
』
増
補
】

　
江
戸
時
代
、
絵
解
き
法
話
や
節
談
説

教
な
ど
も
盛
ん
で
あ
っ
た
一
方
、
史
実

や
内
容
が
伴
わ
な
い
も
の
も
多
く
、
民

間
書
林
か
ら
次
々
と
出
版
さ
れ
る
真
宗

聖
教
は
誤
字
・
脱
字
を
多
く
含
み
、
と

き
に
は
親
鸞
・
蓮
如
を
著
者
に
仮
託
す

最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
「
我
が
身
は
老

年
に
及
び
、
か
く
ま
で
書
見
に
は
及
ば

ざ
れ
ど
も
、
後
年
に
生
ま
れ
来
る
者
の

た
め
に
」
と
昼
夜
、
書
籍
に
朱
点
を
加

え
、
誤
異
等
を
改
め
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
蔵
書
を
研
究
さ
れ
た
引
野
亨

輔
氏
（
福
山
大
学
準
教
授
）
は
大
慶
の

収
集
し
た
神
書
の
数
に
も
注
目
し
て
お

ら
れ
る
。
当
時
、
真
宗
学
僧
に
よ
る
神

道
批
判
書
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、

神
祇
不
拝
だ
か
ら
神
書
に
視
線
も
向
け

な
い
の
で
は
な
く
、
多
く
の
国
書
・
神

書
を
研
究
し
、
原
典
に
忠
実
な
引
用
を

意
識
し
て
引
用
箇
所
に
全
面
的
に
依
拠

し
な
が
ら
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

　
従
来
は
文
化
文
政
年
間
に
高
ま
っ
て

き
た
考
証
主
義
の
反
映
と
捉
え
て
き
た

が
、
大
慶
を
含
む
在
野
の
真
宗
学
僧
た

る
偽
撰
の
書
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
た
め
宝
暦
年
間
に
は
余
り
に
卑

俗
な
本
を
偽
撰
と
断
じ
て
い
く
た
め
、

僧
僕
（
僧そ

う

鎔よ
う

・
慧え

雲う
ん

・
智
洞
等
の
師
）

が
『
菅
窺
録
』
と
い
う
聖
教
目
録
が
作

成
し
、
真
宗
で
依
用
す
る
聖
教
を
選
ぶ

『
真
宗
法
要
』
編
纂
事
業
を
掌
っ
た
。

　
僧
僕
門
下
で
あ
り
『
妙
好
人
伝
』
で

も
名
高
い
仰
誓
は
、
こ
れ
を
発
展
し
た

『
真
宗
法
要
典
拠
』
を
著
す
が
、
不
備

か
ら
出
版
す
る
こ
と
な
く
息
子
履
善
に

増
補
作
業
を
託
し
て
示
寂
。

　
そ
れ
か
ら
二
十
余
年
を
空
し
く
過
ぎ

て
「
世
に
『
法
要
典
拠
』
完
成
を
助
け

て
く
れ
る
君
子
は
い
な
い
も
の
か
」
と

思
っ
て
い
た
処
、
三
業
惑
乱
で
宗
主
に

召
さ
れ
て
京
都
で
初
め
て
出
会
っ
た
大

慶
か
ら
「
我
も
夙
に
法
要
勘
考
の
志
あ

り
（
か
ね
て
よ
り
私
も
同
じ
志
が
あ
っ

た
）」
と
協
力
を
得
て
、
遂
に
『
法
要

典
拠
』を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
宗
門
の
美
談
と
し
て
語
ら
れ
る
逸
話

の
一
つ
だ
が
、
こ
れ
を
超
然
が
法
主
の

命
を
う
け
て
更
に
増
補
し
て
六
百
回
大

遠
忌
事
業
で
『
校
補
法
要
典
拠
』
刊
行
。

　
こ
う
し
て
現
代
の『
真
宗
聖
教
全
書
』

へ
と
繋
が
り
、
真
宗
の
聖
典
研
究
に
大

き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

　　

大慶の所見の書は全て朱点を加えられ、現在も大東

坊内「麟閣」という経蔵に保管されている。引野教

授により近年調査され、その貴重な蔵書の一部は大

谷派の真宗聖教全書にも収録された。

ち
が
強
い
関
心
を
持
ち
、
各
分
野
の
書

物
を
丹
念
に
購
入
、
収
集
し
て
研
究
に

つ
と
め
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
分
析
し
て
い
る
。

　
ま
た
数
多
く
の
蔵
書
に
は
表
紙
裏
に

大
慶
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
以
下
の
よ

う
な
書
き
こ
み
が
見
う
け
ら
れ
る
。

「
僧
僕
公
菅
窺
録
曰
ク
、
真
宗
教
要
鈔
、
コ

ノ
作
者
ハ
、
ヨ
ホ
ド
博
ク
物
ヲ
知
リ
タ
ル
人

ト
ミ
エ
テ
書
ノ
体
文
筆
モ
、鄙
俚
ナ
ラ
ズ(

中

略)

然
レ
ド
モ
中
ノ
蓮
祖
ノ
撰
ト
ハ
思
ワ
レ

ズ
、
ヨ
ホ
ド
小
巧
ヲ
マ
ワ
シ
テ
利
口
ゲ
ニ
見

ユ
、
大
善
知
識
ノ
口
気
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
故
ニ

雑
著
ノ
中
ノ
正
シ
キ
モ
ノ
ト
定
ム
ベ
シ
」

　
つ
ま
り
、
大
慶
は
購
入
し
た
談
義
本

を
決
し
て
有
用
な
書
物
と
は
認
識
し
て

お
ら
ず
と
も
、
真
偽
の
判
別
や
高
度
な

判
断
を
加
え
な
が
ら
書
籍
を
収
集
す
る

「
批
判
的
読
書
」
と
呼
ぶ
べ
き
姿
勢
で

研
究
す
る
学
僧
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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「
大
瀛
よ
り
書
簡
」（
一
部
意
訳
）

檄
を
飛
ば
し
貴
意
を
得
る
事
が
で
き
た
。

先
ず
も
っ
て
厳
寒
の
砌
に
御
座
候
え
ど
も

益
々
御
安
穏
に
御
法
勤
の
半
ば
と
存
じ
、

よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
れ
ば
右
の
御
法
一
件
、
当
春
よ
り

大
法
主
の
御
判
断
が
仰
せ
ら
れ
出
て
、

年
来
の
宿
霧
、
一
時
に
快
散
し
、
お
互
い

に
歓
喜
に
存
じ
奉
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
春
以
来
、
京
都
の
表
向
き
の
風
情
は

異
解
者
は
旧
執
を
改
め
ず
、
殊
更
真
俗
に

つ
き
傍
若
無
人
の
計
ら
い
　
日
を
お
っ
て

増
長
し
、
是
れ
全
く
大
法
主
の
御
判
喩
に

違
逆
い
た
す
処
に
存
じ
、
誠
に
未
曾
有
の

大
事
件
、
一
宗
危
急
存
亡
の
時
節
。

末
弟
の
身
分
な
れ
ど
も
、
身
を
竭
力
護
持

せ
ず
ば
な
ら
ぬ
こ
と
勿
論
に
御
座
候
。

茲
に
よ
り
て
面
々
ど
も
早
速
罷
登
な
が
ら

毛
や
蹄
に
至
る
ま
で
、
大
法
主
の
御
力
に

相
い
成
る
べ
く
致
し
た
く
と
も
、
国
禁
故

に
遂
望
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

此
者
に
と
っ
て
は
少
々
、
存
寄
（
存
命
）

の
儀
も
御
座
候
え
ど
も
、
筆
の
先
に
顕
し

難
い
た
め
、
委
細
は
使
僧
よ
り
お
聞
き
下

さ
い
。
そ
の
う
ち
御
賢
慮
も
御
座
候
わ
ば
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
正
法
を
早
く
快
復
に

相
成
る
よ
う
致
し
た
く
御
座
候
。
そ
の
為

使
札
を
も
っ
て
如
此
に
御
座
候
、
以
上

極
月
十
七
日
芸
州
大
瀛
拝

大
慶
尊
者
侍
者
下

『学林看護・真空宛の書状』　
寛政 10 年 12 月　芸備を代表して
大瀛が学林に質問状を送ったとき、
学林看護が代表して答弁されたので
再度大瀛は看護に書状を申し送った

【
大
瀛
と
の
関
係
】

　
下
記
は
大
東
坊
に
現
在
も
残
る
大
瀛

か
ら
大
慶
へ
の
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。

　
安
芸
の
大
瀛
は
三
業
惑
乱
で
欲
生
帰

命
・
三
業
帰
命
の
邪
義
を
打
破
し
た
代

表
格
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
芸
轍
の

資
料
で
は
大
慶
は
慧
雲
門
下
の
同
窓
と

さ
れ
て
い
る
。
年
こ
そ
離
れ
て
い
る
も

の
の
安
居
仲
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
後
に
大
東
坊
21
世
の
子
・
純
浄

が
安
芸
寂
静
寺
の
雲
蓋
（
大
瀛
門
下
の

道
振
の
子
）
を
師
と
な
し
た
事
な
ど
も

関
係
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
手
紙
は
ま
さ
に
三
業
惑
乱
の
真
只
中

に
出
さ
れ
た
手
紙
で
あ
り
、
幕
府
が
両

徒
を
追
及
し
御
裁
断
す
る
た
め
古
義
派

代
表
の
大
瀛
も
江
戸
奉
行
所
に
向
か
う

そ
の
直
前
に
書
か
れ
た
よ
う
だ
。

　
大
瀛
は
大
慶
に
対
し
て
十
分
な
敬
意

を
示
さ
れ
、
こ
の
難
局
に
共
に
法
主
の

力
に
な
っ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
事
な
ど
が
窺
わ
れ
る
。
大
瀛
は

江
戸
裁
判
中
、文
化
元
年
５
月
に
示
寂
。

　
江
戸
か
ら
京
都
を
経
て
６
月
８
日
に

帰
郷
し
た
晩
に
早
速
、
大
瀛
の
五
七
日

の
逮
夜
導
師
を
つ
と
め
た
の
は
他
な
ら

ぬ
大
慶
で
あ
っ
た
。
病
の
な
か
で
身
命

を
か
け
た
大
瀛
と
最
高
齢
に
あ
っ
て
護

持
に
つ
く
し
た
大
慶
と
、
思
い
が
通
じ

る
と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
が「
御
堂
出
勤
に
は
不
及
候
と
な
り
」

と
い
う
扱
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
翌
年
５
月
５
日
、呼
寺
号
「
徳
聚
寺
」

を
賜
り
、
関
東
未
事
中
の
た
め
閉
門
中

の
本
山
で
『
御
前
講
』
を
白
書
院
の
處
、

黒
書
院
で
執
行
。
こ
の
と
き
５
月
10
日

よ
り
大
乗
が
「
讃
弥
陀
偈
」
を
、
６
月

１
日
よ
り
大
慶
が「
高
僧
和
讃
曇
鸞
章
」

を
、
次
に
履
善
が
「
往
生
礼
讃
」
を
講

じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　
な
お
学
林
は
裁
断
後
の
文
化
４
年

1907

に
安
居
を
再
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
と

き
に
大
慶
は
「
学
林
看
護
」
と
い
う
役

職
に
就
任
し
て
い
る
。

　
三
業
惑
乱
初
期
に
大
瀛
が
質
問
書
を

送
っ
た
と
き
、
学
林
を
代
表
し
て
答
弁

し
た
の
は
学
林
看
護
で
あ
っ
た
よ
う
に

ど
う
や
ら
学

に
お

る

事

の

う

を

と

た

う

。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
学
林
が
新
体
制
で

発
足
す
る
時
期
、
役
職
や
講
義
を
任
さ

れ
、
支
え
た
一
人
に
は
違
い
な
い
。

【
三
業
惑
乱
に
も
っ
と
も
功
あ
り
】

　
前
頁
の
『
清
流
紀
談
』
は
大
慶
の
示

寂
か
ら
15
年
後
の
天
保
４
年

1833
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
龍
護
が
著
述
し
、
収
録

に
は
『
反
世
紀
略
』
等
で
三
業
惑
乱
に

詳
し
く
『
法
要
典
拠
』
に
も
関
わ
っ
た

超
然
が
協
力
し
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
大
慶
が
「
癸
亥
の
擾

乱
で
京
都
に
数
年
留
ま
り
、
護
持
尤
も

功
あ
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
在
野
の
学
僧
と
し
て
論
争
に
活
躍
し

た
大
瀛
や
法
主
に
従
い
顧
問
を
つ
と
め

ら
れ
た
履
善
と
い
っ
た
人
で
は
な
く
、

比
較
的
無
名
に
な
っ
て
い
る
大
慶
こ
そ

が
護
持
に
最
も
功
績
あ
っ
た
と
い
う
。

　
大
東
坊
の
記
録
で
は
文
化
元
年

1804
の

10
月
17
日
、
筑
前
大
乗
、
出
雲
誓
鎧
、

備
後
大
慶
の
三
師
に
本
山
「
堂
達
格
」

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
堂
達
と
は
『
本
願
寺
通
記
』
に
宗
祖

高
弟
の
六
老
僧
に
由
来
し
て
宗
主
の
背

後
に
侍
し
た
と
さ
れ
、『
実
悟
記
』
に

は
「
色
と
肉
と
を
禁
絶
し
常
に
経
論
を

検
す
と
言
へ
る
者
を
証
と
す
べ
し
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
堂
達
と
は

御
堂
衆
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
来
は

式
務
を
司
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
学
等

の
問
題
を
評
価
採
点
す
る
よ
う
な
重
要

な
役
職
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
事
実
、
大
慶
は
堂
達
格
を
仰
せ
ら
れ

（
参
考
論
文
）
引
野
亨
輔
『
近
世
真
宗
僧
侶
の
集
書
と
学
問
』『
文
字
化
す
る
宗
教
知
の
ゆ
く
え
』　（
取
材
協
力
）　
沼
隈
西
組
大
東
坊
さ
ま
、　
安
芸
・
岡
本
法
治 

師
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来
に
ど
ん
な
社
会
を
残
し

て
い
く
の
か
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
原
発
の
な

い
社
会
を
」
と
話
さ
れ
た

こ
と
を
心
に
留
め
お
き
た

い
。現

場
に
行
き
直
接
現
地

の
人
か
ら
話
を
伺
う
と

共
に
、
現
場
を
視
察
す
る

こ
と
で
、
原
子
力
発
電
の

問
題
を
よ
り
身
近
な
課
題

と
す
る
こ
と
が
で
き
有
意

義
な
現
地
学
習
会
で
あ
っ

た
。

　
　
原
発
現
地
学
習
会

　
　
　【
同
朋
社
会
部
】
８
月
30
日
、

第
９
回
環
境
問
題
現
地
学
習
会
を

　
　
　第
９
回
環
境
問
題
現
地
学
習
会
を

　
　
　

松
江
市
で
行
っ
た
。

　
　
松
江
市
で
行
っ
た
。

　
　参

加
者
17
名
、
松
江
市
鹿
島
町
に
島

根
原
子
力
発
電
所
は
あ
る
。

日
本
で
唯
一
県
庁
所
在
地
に
立
地
さ

れ
て
お
り
、
県
庁
な
ど
の
行
政
機
関
が

10
㎞
以
内
に
あ
る
。
１
９
８
０
年
か
ら

反
原
発
運
動
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
松

江
市
在
住
の
芦
原
康
江
さ
ん
（
現
在
は

島
根
原
発
増
設
反
対
運
動
代
表
者
）
か

ら
島
根
原
発
の
現
状
の
話
を
聞
く
と
と

も
に
現
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
説

明
を
受
け
た
。

原
発
の
交
付
金
で
建
て
ら
れ
た
施

設
、
中
国
電
力
が
啓
発
の
た
め
に
設
置

し
て
い
る
「
島
根
原
子
力
館
」、
そ
し

て
原
子
力
発
電
所
１
号
機
、
２
号
機
は

山
上
か
ら
、
さ
ら
に
建
設
中
の
第
３
号

機
は
敷
地
上
の
道
路
か
ら
建
物
を
視
察

し
た
。
島
根
原
発
は
福
島
原
発
と
同
型

の
も
の
で
あ
る
。
３
号
機
は
ほ
ぼ
完
成

し
て
お
り
稼
動
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
発
電
所

近
く
に
活
断
層
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

芦
原
さ
ん
が
「
わ
た
し
た
ち
は
、
未
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（写真）島根原子力館

（写真）島根原発１号機
　　　　    および２号機

 2012( 平成 24）年 10 月 01 日　　　　(11)

　
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
、
公
開
講
座

　【
ビ
ハ
ー
ラ
】
６
月
22
日
（
金
）、
ビ

ハ
ー
ラ
備
後
（
桜
田
淑
子
会
長
）
は
総

会
及
び
公
開
講
座
を
開
催
。
午
前
中
の

総
会
で
は
、
議
案
事
項
が
全
て
承
認
さ

れ
、
い
よ
い
よ
本
年
度
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
午
後
の
公
開
講
座
で
は

徳
永
進
先
生
（
野
の
花
診
療
所
院
長
）

が
「
死
の
灯
す
い
の
ち
」
と
題
し
て
お

話
さ
れ
、
内
外
か
ら
聴
講
を
希
望
さ
れ

る
方
が
多
く
、
例
年
以
上
と
な
る
93
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の

中
心
で
あ
る
「
相
手
を
受
け
入
れ
る
」

こ
と
、「
相
手
の
こ
と
を
聴
く
」
と
い

う
こ
と
を
、
現
場
の
視
点
を
通
し
て
や

さ
し
く
語
ら
れ
た
。

　
青
年
布
教
実
演

　【
布
教
団
】　
８
月
１
日
、
比
婆
組
西

念
寺
に
お
い
て
青
年
布
教
使
の
会
に
よ

る
布
教
実
演
が
行
わ
れ
た
。
以
前
西
念

寺
前
住
職
が
布
教
団
副
団
長
を
歴
任
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
ご
縁
で
、
13
回
忌
法

要
に
併
せ
て
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
青
年
布
教
使
に
引
き
続
き
、
元
副
団

長
並
び
に
現
副
団
長
よ
り
30
分
ず
つ
の

ご
法
話
を
い
た
だ
き
、
終
了
後
副
団
長

を
中
心
と
し
た
講
評
の
場
が
設
け
ら

れ
、
貴
重
な
研
鑽
の
場
と
な
っ
た
。
出

講
者
は
次
の
通
り
（
実
演
順
・
敬
称
略
）

▽
伊
川
大
慶
（
三
次
組
西
覚
寺
）

　
第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会

　【
布
教
団
】　
６
月
26
日
か
ら
27
日
に

か
け
て
、
備
後
教
区
布
教
団
主
催
に
よ

る
中
四
国
５
教
区
合
同
の
青
年
布
教
使

を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
初
日
は
、二
会
場
（
世
羅
組
善
行
寺
・

沼
隈
西
組
善
性
寺
）
に
分
散
し
、
他
教

区
２
名
の
実
演
の
の
ち
当
教
区
副
団
長

に
よ
る
ま
と
め
布
教
を
行
い
、
終
了
後

他
教
区
副
団
長
も
交
え
た
講
評
を
各
々

の
会
場
で
行
っ
た
。
二
日
目
は
ア
ル
セ

（
福
山
市
）
に
お
い
て
布
教
団
連
合
書

記
長
の
黒
田
正
宣
僧
侶
養
成
部
長
よ
り

報
告
の
の
ち
、
本
願
寺
勧
学
寮
頭
の
徳

永
一
道
寮
頭
を
迎
え
、『「
平
生
業
成
」

と
い
う
こ
と
』
と
い
う
講
題
で
ご
講
義

を
い
た
だ
き
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ

た
。
参
加
者
82
名
。
布
教
実
演
の
出
講

者
は
次
の
通
り
（
実
演
順
・
敬
称
略
）

・
世
羅
組
善
行
寺
　
出
講
者

▽
山
田
一
道（
四
州
松
山
外
組
教
圓
寺
）

▽
伯
　
浄
教（
山
口
厚
狭
西
組
常
元
寺
）

▽
山
下
義
円
（
奥
組 

浄
福
寺
）

・
沼
隈
西
組
善
性
寺
　
出
講
者

▽
齋
藤
友
法
（
山
陰
益
田
組
善
正
寺
）

▽
渡
邊
幸
司（
安
芸
佐
伯
東
組
光
乗
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

　
法
衣
と
内
敷
の
研
修

　【
勤
式
】
６
月
29
日
（
金
）、
教
区
勤

式
指
導
所
（
藤
田
徹
信 

勤
式
指
導
員
）

で
は
、
前
期
勤
式
研
修
会
を
開
催
。

　
講
師
の
古
市
秀
樹
氏
（
川
勝
法
衣
店

店
長
）
に
打
敷
や
法
衣
の
構
造
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
終
日

で
延
べ
41
名
。
ま
た
、
昼
休
憩
に
組
勤

式
推
進
員
の
協
議
会
を
開
催
し
、
各
組

よ
り
勤
式
推
進
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
・
夏
期
布
教
大
会

　【
布
教
団
】　
教
区
布
教
団
の
総
会
並

び
に
研
修
会
（
６
月
20
日
）
お
よ
び
夏

期
布
教
大
会
（
同
21
日
）
が
本
願
寺
備

後
教
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
研
修
会
は
北

塔
光
昇
・
本
願
寺
勧
学
を
講
師
に
招
き
、

布
教
大
会
で
は
団
員
４
名
の
布
教
使
に

あ
わ
せ
北
塔
勧
学
に
も
ご
法
話
い
た
だ

い
た
。
布
教
大
会
団
員
出
講
者
は
次
の

通
り
（
出
講
順
・
敬
称
略
）

▽
藤
井
義
英
（
比
婆
組
　
西
教
寺
）

▽
山
下
瑞
円
（
奥
組
　
浄
福
寺
）

▽
竹
政
信
至
（
鴨
川
組
　
正
覚
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
　
善
正
寺
）

▽
藤
間
幹
夫
（
深
津
組
光
明
寺
）

▽
蔀
　
晃
尊
（
三
次
組
円
勝
寺
）

▽
川
上
順
之
（
神
石
組
法
泉
寺
）

▽
長
谷
川
憲
章
（
三
谿
組
善
徳
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

▲雪見型仏飯台の
　内敷き

▶
生
地
の
裁
縫
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ビ
ハ
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備
後
、
公
開
講
座

　【
ビ
ハ
ー
ラ
】
６
月
22
日
（
金
）、
ビ

ハ
ー
ラ
備
後
（
桜
田
淑
子
会
長
）
は
総

会
及
び
公
開
講
座
を
開
催
。
午
前
中
の

総
会
で
は
、
議
案
事
項
が
全
て
承
認
さ

れ
、
い
よ
い
よ
本
年
度
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
午
後
の
公
開
講
座
で
は

徳
永
進
先
生
（
野
の
花
診
療
所
院
長
）

が
「
死
の
灯
す
い
の
ち
」
と
題
し
て
お

話
さ
れ
、
内
外
か
ら
聴
講
を
希
望
さ
れ

る
方
が
多
く
、
例
年
以
上
と
な
る
93
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
ビ
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ー
ラ
活
動
の

中
心
で
あ
る
「
相
手
を
受
け
入
れ
る
」

こ
と
、「
相
手
の
こ
と
を
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く
」
と
い

う
こ
と
を
、
現
場
の
視
点
を
通
し
て
や

さ
し
く
語
ら
れ
た
。

　
青
年
布
教
実
演

　【
布
教
団
】　
８
月
１
日
、
比
婆
組
西

念
寺
に
お
い
て
青
年
布
教
使
の
会
に
よ

る
布
教
実
演
が
行
わ
れ
た
。
以
前
西
念

寺
前
住
職
が
布
教
団
副
団
長
を
歴
任
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
ご
縁
で
、
13
回
忌
法

要
に
併
せ
て
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
青
年
布
教
使
に
引
き
続
き
、
元
副
団

長
並
び
に
現
副
団
長
よ
り
30
分
ず
つ
の

ご
法
話
を
い
た
だ
き
、
終
了
後
副
団
長

を
中
心
と
し
た
講
評
の
場
が
設
け
ら

れ
、
貴
重
な
研
鑽
の
場
と
な
っ
た
。
出

講
者
は
次
の
通
り
（
実
演
順
・
敬
称
略
）

▽
伊
川
大
慶
（
三
次
組
西
覚
寺
）

　
第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会

　【
布
教
団
】　
６
月
26
日
か
ら
27
日
に

か
け
て
、
備
後
教
区
布
教
団
主
催
に
よ

る
中
四
国
５
教
区
合
同
の
青
年
布
教
使

を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
初
日
は
、二
会
場
（
世
羅
組
善
行
寺
・

沼
隈
西
組
善
性
寺
）
に
分
散
し
、
他
教

区
２
名
の
実
演
の
の
ち
当
教
区
副
団
長

に
よ
る
ま
と
め
布
教
を
行
い
、
終
了
後

他
教
区
副
団
長
も
交
え
た
講
評
を
各
々

の
会
場
で
行
っ
た
。
二
日
目
は
ア
ル
セ

（
福
山
市
）
に
お
い
て
布
教
団
連
合
書

記
長
の
黒
田
正
宣
僧
侶
養
成
部
長
よ
り

報
告
の
の
ち
、
本
願
寺
勧
学
寮
頭
の
徳

永
一
道
寮
頭
を
迎
え
、『「
平
生
業
成
」

と
い
う
こ
と
』
と
い
う
講
題
で
ご
講
義

を
い
た
だ
き
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ

た
。
参
加
者
82
名
。
布
教
実
演
の
出
講

者
は
次
の
通
り
（
実
演
順
・
敬
称
略
）

・
世
羅
組
善
行
寺
　
出
講
者

▽
山
田
一
道（
四
州
松
山
外
組
教
圓
寺
）

▽
伯
　
浄
教（
山
口
厚
狭
西
組
常
元
寺
）

▽
山
下
義
円
（
奥
組 

浄
福
寺
）

・
沼
隈
西
組
善
性
寺
　
出
講
者

▽
齋
藤
友
法
（
山
陰
益
田
組
善
正
寺
）

▽
渡
邊
幸
司（
安
芸
佐
伯
東
組
光
乗
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

　
法
衣
と
内
敷
の
研
修

　【
勤
式
】
６
月
29
日
（
金
）、
教
区
勤

式
指
導
所
（
藤
田
徹
信 

勤
式
指
導
員
）

で
は
、
前
期
勤
式
研
修
会
を
開
催
。

　
講
師
の
古
市
秀
樹
氏
（
川
勝
法
衣
店

店
長
）
に
打
敷
や
法
衣
の
構
造
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
終
日

で
延
べ
41
名
。
ま
た
、
昼
休
憩
に
組
勤

式
推
進
員
の
協
議
会
を
開
催
し
、
各
組

よ
り
勤
式
推
進
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
・
夏
期
布
教
大
会

　【
布
教
団
】　
教
区
布
教
団
の
総
会
並

び
に
研
修
会
（
６
月
20
日
）
お
よ
び
夏

期
布
教
大
会
（
同
21
日
）
が
本
願
寺
備

後
教
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
研
修
会
は
北

塔
光
昇
・
本
願
寺
勧
学
を
講
師
に
招
き
、

布
教
大
会
で
は
団
員
４
名
の
布
教
使
に

あ
わ
せ
北
塔
勧
学
に
も
ご
法
話
い
た
だ

い
た
。
布
教
大
会
団
員
出
講
者
は
次
の

通
り
（
出
講
順
・
敬
称
略
）

▽
藤
井
義
英
（
比
婆
組
　
西
教
寺
）

▽
山
下
瑞
円
（
奥
組
　
浄
福
寺
）

▽
竹
政
信
至
（
鴨
川
組
　
正
覚
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
　
善
正
寺
）

▽
藤
間
幹
夫
（
深
津
組
光
明
寺
）

▽
蔀
　
晃
尊
（
三
次
組
円
勝
寺
）

▽
川
上
順
之
（
神
石
組
法
泉
寺
）

▽
長
谷
川
憲
章
（
三
谿
組
善
徳
寺
）

▽
那
須
英
信
（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

▲雪見型仏飯台の
　内敷き

▶
生
地
の
裁
縫
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釈
徹
宗
師
ら
が
ト
ー
ク

【
仏
青
】
７
月
28
日
（
土
）
29
日
（
日
）

に
か
け
て
、「
全
国
真
宗
青
年
の
つ
ど

い
」（
四
州
教
区
担
当
）
が
丸
亀
市
で

開
催
さ
れ
、
備
後
教
区
か
ら
も
16
名
が

参
加
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
司

会
は
釋
師
が
つ
と
め
、
香
山
リ
カ
さ

ん
、
上
田
紀
行
さ
ん
、
池
坊
由
紀
さ
ん

が
出
演
。「
絆
〜
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て

い
た
〜
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
角
度
か

ら
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
。

会
場
を
埋
め
た
１
５
０
０
名
（
一
般

聴
講
含
む
）
の
参
加
者
は
絆
を
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、
本
当
の
意
味
の
絆
と

は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
あ

と
三
浦
あ
か
り
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
福
井

舞
さ
ん
の
歌
唱
で
盛
り
上
が
っ
た
。

２
日
目
に
は
班
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

(
)

【
仏
婦
】
６
月
24
日
（
日
）、
仏
教
婦

人
会
連
盟
（
三
島
当
子
委
員
長
）
で
は
、

各
組
か
ら
選
出
の
若
婦
委
員
が
構
成
す

る
若
婦
人
専
門
委
員
会
「
ほ
ほ
え
み
の

会
（
代
表
井
田
聖
子
）」
企
画
の
「
お

寺
で
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
を
世
羅
組
善

行
寺
に
て
開
催
し
、
未
就
学
児
の
い
る

母
親
た
ち
が
参
加
し
た
。

講
師
の
藤
本
明
美
先
生
（
京
都
子
育

て
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
カ
ー
）

は
、
お
話
、
ゲ
ー
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
中
心
に
「
普
段
の
子
育
て
の
悩
み

や
不
安
を
皆
で
分
か
ち
あ
う
場
所
」
を

提
供
。
始
め
は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ

た
母
親
た
ち
も
最
後
は
笑
顔
で
閉
会
式

を
迎
え
た
。お
寺
の
庫
裏
や
境
内
で
は
、

仏
婦
役
員
を

は
じ
め
Ｏ
Ｂ

や
ビ
ハ
ー
ラ

会
員
が
保
育

を
担
当
し
、
子

ど
も
た
ち
が

元
気
に
楽
し

そ
う
に
遊
び

ま
わ
る
姿
が

印
象
的
だ
っ

た
。

新
任
教
職
員
補
任
式

【
ま
こ
と
の
保
育
】
６
月
23
日
（
土
）、

教
堂
本
堂
に
お
い
て
、
ま
こ
と
の
保
育

に
携
わ
る
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
対

象
と
す
る
新
任
教
職
員
補
任
式
を
挙
行

し
た
。（
新

任
教
職
員
16

名
）併

せ
て
深

津
組
光
行
寺

の
苅
屋
光
影

師
を
招
き

「
お
育
て
の

中
で
」
と
い

う
講
題
で
研

修
会
を
行
っ

た
。

世
羅
で
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

▲全国真宗青年の集い参加者

６
月

１
日

教
区
事
業
推
進
委
員
会

５
日

同
宗
連
総
会
（
広
島
）

７
日

寺
婦
連
盟
総
会
・
研
修
会

８
日

同
朋
三
者
懇
（
尾
道
）

ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
参
加

者
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
大
会
で
あ
っ
た
。

８
日

門
信
徒
部
会

８
日

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

11
日

教
堂
常
例
法
座

12
日

広
報
・
伝
道
部
会

13
日

中
四
国
寺
族
青
年
野
球
大
会

                            （
14
日
ま
で
山
陰
）

13
日

少
年
教
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

(

少
年
教
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

(

少
年
教
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

)

少
年
教
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

)

養

　
　
　
成
研
修
会
（
14

(

14

(

14
日
ま
で
本
山
）

日
ま
で
本
山
）

)

日
ま
で
本
山
）

)

15　
　
　

15　
　
　
日

教
堂
責
役
総
代
会

18
日

少
年
連
盟
総
会
（
ア
ル
セ
）

18
日

勤
式
練
習
会

20
日

布
教
団
総
会
・
研
修
会

21
日

夏
期
布
教
大
会

22
日

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

22
日

岡
山
同
宗
連
研
修
会

23
日

保
育
連
盟  

補
任
式
・
研
修
会

24
日

仏
婦
連
盟
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　  （
世
羅
組
善
行
寺
）

26　
　
　
　
　
　
　

26　
　
　
　
　
　
　

日

第
４
連
区
青
年
布
教
使

　
　
　
　
　
　
　

第
４
連
区
青
年
布
教
使

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
研
修
会（
27
日
ま
で
備
後
）

28　
　
　
　
　

28　
　
　
　
　

日

創
作
劇
ア
ジ
ャ
セ
抽
選
会

　
　
　
　
　
創
作
劇
ア
ジ
ャ
セ
抽
選
会

　
　
　
　
　

29
日

前
期
勤
式
研
修
会

７
月

２
日

同
朋
社
会
部
会

２
日

被
災
地
支
援
学
習
会

４
日

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導

　
　
　
者
研
修
会
（
５
日
ま
で
備
後
）

５
日

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

６
日

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

＆ News
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少
年
連
盟
で
サ
イ
エ
ン
ス

【
少
年
連
盟
】
７
月
４
日(

水)

〜

５
日
（
木
）
に
福
山
市
ア
ル
セ
を
会
場

に
少
年
連
盟
の
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
指
導

者
研
修
会
が
備
後
教
区
担
当
で
開
催
さ

れ
た
。

「
お
寺
で
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
題
し
て
、

お
寺
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
科
学
実
験

を
紹
介
、
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
サ

イ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

山
縣
圭
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
実
演
い

た
だ
い
た
。

中
四
国
の
少
年
教
化
に
携
わ
る
方
が

と
も
に
歓
声
を
あ
げ
て
賑
や
か
に
二
日

間
の
研
修
を
受
け
た
。

＆ News

10
日

門
推
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
11
日
ま
で
山
口
）

12
日

全
国
教
区
会
議
長
会（
本
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
教
区
会
議
長
会（
本
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

12
日

教
区
報
会
議

12
日

部
落
解
放
人
権
夏
期
講
座

13
日

実
践
運
動
教
区
委
員
会

13
日

教
区
賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

13
日

勤
式
練
習
会

14
日

仏
壮
連
盟
役
員
会

17
日

広
報
・
伝
道
部
会

19
日

連
研
の
た
め
の
研
究
会

19
日

組
長
会

23
日

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
連
盟
ま
こ

　
　
　
と
の
保
育
大
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　（
24
日
ま
で
山
陰
）

28　
　
　
　
　
　
　
　

28　
　
　
　
　
　
　
　

日

全
国
真
宗
青
年
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
真
宗
青
年
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
29
日
ま
で

四
州
）

８
月

１
日

仏
婦
連
盟
常
任
委
員
会

１
日

布
教
団
青
年
布
教
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
比
婆
西
念
寺
）

２
日

中
四
国
仏
婦
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
四
国
仏
婦
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             
                             （

３
日
ま
で

安
芸
）

３
日

仏
壮
連
盟
理
事
長
会
議

３
日

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

11
日

教
堂
常
例
法
座

22
日

門
徒
推
進
員
ビ
ハ
ー
ラ
実
習

　
　
　
　
　（
ビ
ハ
ー
ラ
花
の
里
病
院
）

24
日

法
要
委
員
会（
ア
ジ
ャ
セ
会
議
）

　
　
　
　
　
法
要
委
員
会（
ア
ジ
ャ
セ
会
議
）

　
　
　
　
　

    
    

勤
式
指
導
員
だ
よ
り

先
日
、
式
務
の
先
生
よ
り
歩
き
方
を

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
式
務
部
に
奉

職
し
て
先
ず
は
じ
め
に
教
わ
る
こ
と
、

そ
れ
は
「
歩
き
方
」
だ
そ
う
で
す
。

袈
裟
・
衣
を
身
に
纏
い
、
御
堂
で
立

ち
振
舞
う
に
相
応
し
い
歩
き
方
を
身
に

つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
先
ず
は
こ
れ

ば
っ
か
り
を
や
る
そ
う
で
す
。

と
は
言
え
袈
裟
・
衣
を
身
に
纏
え
ば

皆
そ
れ
な
り
に
意
識
を
も
っ
て
振
舞
っ

て
い
る
訳
で
、
そ
う
難
し
く
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
も
そ
の
一
人
で
し
た
が
、
い
ざ
注

意
を
受
け
て
歩
い
て
み
る
と
、
こ
れ
が

全
く
も
っ
て
上
手
く
い
か
な
い
。
出
来

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
唯
々
思

い
知
ら
さ
れ
た
の
で
し
た
。

身
に
付
く
に
は
相
当
の
時
間
と
反
復

が
必
要
の
よ
う
で
す
。
毎
月
の
勤
式
練

習
会
に
て
ご
要
望
頂
け
れ
ば
、「
御
堂

の
歩
き
方
」
に
つ
い
て
も
お
教
え
致
し

ま
す
！

さ
て
、
備
後
教
区
で
は
年
２
回
の
勤

式
研
修
会
と
年
９
回
の
勤
式
練
習
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
事
だ
け
で

は
な
く
、
知
っ
て
る
つ
も
り
、
や
っ
て

る
つ
も
り
が
出
来
て
な
か
っ
た
、
そ
ん

な
事
に
気
付
く
場
と
な
れ
ば
い
い
な
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

※
練
習
会
は
左
記
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

縛
ら
れ
ず
、
参
加
者
の
ご
要
望
に

お
応
え
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　  （
藤
田  

記
）

練習会
・１０月１０日 ( 水 )　14:00 ～ 16:00
　 　三帖和讃 /広文類作法 /葬場勤行
・１１月０９日 ( 金 )　14:00 ～ 16:00
　 　三帖和讃 /葬場勤行 /奉讃大師作法

・　２月１３日 ( 水 )　14:00 ～ 16:00
　 　三帖和讃 /御文章
・　３月１２日 ( 火 )　14:00 ～ 16:00
　 　三帖和讃 /般舟讃

明
治
41
年
以
前
の
法
衣
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＜１０月＞
　２日　仏婦実践運動研修会
　３日　第一回・真宗基礎講座
　４日　常備会
　５日　同朋三者懇（備後）
　６日　仏壮連盟実行委員会
　９日　第４連区ビハーラ集会
　　　　（～10日　三次・庄原）
　10日　勤式練習会
　　　　「三帖和讃 /広文類作法 /葬場勤行」
　11日　教堂常例法座
　11日　連区議長・所長協議会（四州）
　13日　連区別門推研修協議会
　　　　養成研修会（～14日　山口）
　14日　中四国仏婦大会（安芸）
　15日　特別布教大会（芦田　明浄寺）
　19日　門信徒のつどい
　23日　教区門徒総代会研修会（北部）
　24日　教区門徒総代会研修会（南部）
　24日　仏婦連盟常任委員会

　25日　連区実践協議会（山口）
　26日　後期勤式研修会
　27日　仏壮30周年大会
　　　　（～28日　アルセ）
　27日　仏青中央研修会
　29日　平和のつどい
　　　　（府中市文化センター）

＜１１月＞
　７日　IT専門委員会　IT専門委員会　IT
　９日　勤式練習会
　10日　ビハーラ思い出を語る会
　11日　教堂常例法座
　13日　ビハーラ実践学習
　　　　　　　　（寿園・相扶園）
　15日　門信徒のつどい
　30日　教堂報恩講

＜1２月＞
　４日　仏婦会員研修会
　６日　広報伝道部会
　21日　組長会

会
日　時　　１０月２６日 ( 金 )　10:30 ～ 15:30
会　場　　本願寺備後教堂
講　師　　式務部勤式指導所　主任
　　　　　堤　楽祐　師
講　題　　「葬場勤行・葬儀規範について」
参加費　　２０００円（資料・昼食弁当代含む）

※ 10 月 15 日までに組勤式推進員を通してお申込みください。

　　　　 　

式章の原型「肩衣」

26
日

仏
壮
連
盟
夏
期
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
比
婆
勝
光
寺
）

28
日

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
29
日
ま
で

四
州
）

29
日

門
信
徒
部
会

　
　
　
　
　
門
信
徒
部
会

　
　
　
　
　

30
日

環
境
問
題
現
地
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
島
根
原
発
）

30
日

Ｉ
Ｔ
専
門
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
専
門
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月

１
日

中
四
国
仏
壮
連
盟
連
絡
協
議
会

２
日

仏
壮
連
盟
単
位
会
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
田
市
）

３
日

保
育
連
盟
全
体
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
連
盟
全
体
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
日

親
鸞
わ
が
心
の
ア
ジ
ャ
セ
公
演

　
　
　
　  （
福
山
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
）

７
日

勤
式
練
習
会

８
日

仏
壮
連
盟
役
員
会

10
日

同
朋
社
会
部
会

11
日

教
堂
常
例
法
座

12
日

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
実
践
学
習

　
　
　
　
　（
ビ
ハ
ー
ラ
花
の
里
病
院
）

13
日

Ｉ
Ｔ
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
Ｉ
Ｔ
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　

17
日

東
日
本
大
震
災
現
地
学
習
並
び

　
　
　
に
千
鳥
が
淵
法
要
参
拝

　
　
　

（
18
日
ま
で
福
島
・
東
京
）

20
日

仏
婦
連
盟
だ
よ
り
取
材

　
　
仏
婦
連
盟
だ
よ
り
取
材

　
　

27
日

実
践
運
動
に
つ
い
て
の
公
聴
会

28
日

同
朋
講
座

真 

宗 

講 

座
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10
月

蔀

晃
尊

　
　
　
　
　（
三
次
組

円
勝
寺)

11
月

真
澄

　
　
　
　
　
真
澄

　
　
　
　
　

慎
一

　
　
　
　
　（
世
羅
組

善
行
寺
）

12
月

佐
々
木
弘
海

　
　
　
　
　
佐
々
木
弘
海

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
鴨
川
北
組
照
専
寺
）

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10　　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔀

晃
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晃
尊

（
敬
称
略
）

●
人
事
に
つ
い
て

会 会

　【北部】　１０月２３日（火）　 　【北部】　１０月２３日（火）　 

　　　　　　御調西組　順勝寺 ( 三原市 )　　　
　【南部】　１０月２４日（水）
　　　　　　神石組　　金蔵寺 ( 神石高原町 )

　　講師　　片江  哲海  師
       　          ( 佐賀教区 神﨑組  西福寺住職 )　

「正
し ょ う

定
じ ょ う

滅
め つ

度
ど

」
～浄土真宗のご利益とは何か～

「読
ど

経
き ょ う

意
い

趣
し ゅ

」
～お経を読むとはどういうことか？～

「発
は っ

遺
け ん

招
し ょ う

喚
か ん

」
～善導大師の二河譬とは何か？～

① 2012 年 10 月 3 日 ( 水 )
　　　　　13:00 ～ 16:00

② 2013 年２月 19 日 ( 火 )
　　　　　13:00 ～ 16:00

③ 2013 年４月 ４日 ( 木 )
　　　　　13:00 ～ 16:00

真 

宗 
講 
座

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
敬
称
略
﹈

深
津
組

光
行
寺

　
　
　
　
苅
屋

照
影
（
照
影
）

三
次
組

　
　
　
　

三
次
組

　
　
　
　

蓮
光
寺

　
　
　
　
桑
名

史
教
（
史
教
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
敬
称
略
﹈

御
調
東
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
調
東
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
行
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
行
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
入
澤

悦
子
（
崇
悦
）

　
　

  

（
平
成
24
年
４
月
20
日
）

備
中
里
組

　
　備
中
里
組

　
　
　
　

備
中
里
組

　
　

慈
恩
寺

　
　
　
　
釋
　
　
潤
子
（
光
雲
）

  

　
　
　
　
　（
平
成

　
　
（
平
成

　
　

24
年
６
月
29
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
敬
称
略
﹈

沼
隈
西
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
隈
西
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
蔵
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
蔵
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
前
坊
守

藤
原

妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　   （
６
月
28
日
寂
）

沼
隈
南
組

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
隈
南
組

　
　
　
　
　
　
　
　
光
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
光
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
前
住
職

季
平

勝
俊

　
　
　
　
　
　
　
　   （
７
月
26
日
寂
）

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

三
次
組

教
念
寺

　
　
　
住
職
　
　
丸
山

幸
隆

　
　
　
　
　
　
　
　   （
８
月
31
日
寂
）

沼
隈
西
組

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
隈
西
組

　
　
　
　
　
　
　
　
万
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
万
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
前
住
職

河
村

祐
玄

　
　
　
　
　
　
　
　   （
９
月
29
日
寂
）

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
６
月
30
日
付

を
も
ち
ま
し
て
、
本
願
寺
備
後
教
堂
・

備
後
教
区
教
務
所
を
退
職
い
た
し
、
東

京
教
区
多
摩
組
照
恩
寺
へ
夫
婦
で
入
寺

い
た
し
ま
し
た
。

在
職
中
の
11
年
間
、
一
方
な
ら
ぬ
お

世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

溝
口
賢
亮
さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

御
調
東
組

法
光
寺

　
　
　
　
植
村

祐
衣
（
心
昭
）

　
　
　
　
　（
平
成
24
年
５
月
15
日
付
）

御
調
東
組

　
　
　
　
　

御
調
東
組

　
　
　
　
　

福
善
寺

　
　
　
　
八
木

純
平
（
純
孝
）

　
　
　
　
　（
平
成
24
年
８
月
11
日
付
）
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今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
。
お
盆
を
過

ぎ
た
ら
秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
北
海

道
で
も
、
８
月
22
日
に
35
度
と
い
う
猛

暑
を
記
録
し
、
９
月
に
な
っ
て
も
残
暑

が
続
き
、
こ
ん
な
こ
と
は
珍
し
い
と
言

わ
れ
た
▼
こ
の
夏
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
夏
の
選
抜
高
校
野
球
も
熱
か
っ

た
。
選
手
た
ち
の
活
躍
が
記
憶
に
残
る
▼

春
の
高
校
野
球
で
選
手
宣
誓
を
つ
と
め

た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
も
あ

る
石
巻
工
業
高
等
学
校
の
安
部
翔
人
主

将
の
言
葉
は
、
今
も
心
に
響
い
て
い
る
。

「
…
人
は
誰
で
も
答
え
の
な
い
悲
し
み
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
苦
し
く
て
つ
ら
い

こ
と
で
す
。
で
も
日
本
が
一
つ
と
な
っ

て
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
そ
の
先
に
は
き
っ
と
幸
せ
が
待
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
…
」
▼
短
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
に
重
く
深
い
課
題
が
な
げ

か
け
ら
れ
て
い
る
。（
Ｉ
．
Ｋ
）

※ラジオ放送時間をご確認ください。
※動画は固定カメラでの映像です。

http://fm777.co.jp/pc/index.html

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
教
区
報
専

門
委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

℡ 

０
８
４

０
８
４

０
８
４

９
２
４

９
２
４

９
２
４

５
７
５
９

 

０
８
４

０
８
４

０
８
４

９
３
１

９
３
１

９
３
１

９
３
２
３

メールアドレス

h2012@bingo.gr.jp
ホームページアドレス

http:/bingo.gr.jp/

「
親
鸞
わ
が
心
の
ア
ジ
ャ
セ
」
公
演

大
遠
忌
法
要
の
地
方
都
市
法
要
行
事
の
一
環

と
し
て
一
昨
年
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
創
作
劇

の
再
公
演
が
決
ま
り
、
こ
の
た
び
備
後
教
区
で

は
９
月
６
日
（
木
）
に
福
山
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ

に
て
開
催
、
約
１
４
０
０
名
が
観
劇
し
た
。

教
区
の
法
要
委
員
と
各
組
よ
り
選
出
さ
れ
た

若
手
僧
侶
を
中
心
に
、
当
日
の
受
付
や
会
場
案

内
、
搬
入
作
業
を
行
っ
た
。

主
演
の
川
﨑
麻
世（
ア
ジ
ャ
セ
・

親
鸞
役
）
や
音
無
美
紀
子
（
イ
ダ

イ
ケ
役
）
ら
の
熱
演
に
、
会
場
内

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

演
出
も
多
少
の
変
化
が
あ
り
、

広
島
の
公
演
を
す
で
に
見
ら
れ
た

方
を
は
じ
め
、
初
め
て
の
方
に
も

好
評
で「
と
て
も
良
か
っ
た
。ア
ッ

と
い
う
間
の
時
間
だ
っ
た
」
と
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

当日の受付や搬入・搬出作業も
教区のスタッフが活躍した。

メールアドレスが
変わりました。

●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

         〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2‐

4‐
5　

●
発

行
人

     　
教

務
所

長
　

菊
池

宗
城

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会

インターネットでのラジオ視聴方法
　　■上記ホームページの左上
　　　「ウェブラジオ」をクリック
　　■画面切り替わって　中央の
　　　「映像スタート」をクリック


